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静岡大学教育学部研究報告 (人文・社会科学篇)第 53号 (2003.3)13～83

韓国における日本大衆文化の調査研究 (6)

Researches on Japanese Mass Culture in Korea

馬 居 政 幸 0夫  伯

Masayuki Umal and Baek Poe

(平成14年 10月 7日受理)

1.研究の経過

我々は90年代初頭以来、韓国青少年の間に広がる漫画やアニメを代表とする日本 (大衆)文化の実

態とその影響や社会的背景に関心をもち、「韓国における日本の大衆文化についての調査研究」(96～

98年度日本文部省科学研究費補助金)と のテーマで調査研究を開始した。さらに97年後半の経済危機

と金大中大統領による日本文化開放政策をふまえ、新たに「韓国における日本文化開放についての調

査研究」(99～01年度日本文部省科学研究費補助金)と のテーマにより、経済危機克服と日本文化開放

の進行に伴う韓国社会の変化、とりわけ青少年への影響について調査研究を進め、次のような特徴を

把握した。

① 「韓国青少年の世界に、日本の青少年文化がリアルタイムで広がる社会的基盤が、既に成立してい

ること」

② 「韓国青少年の日常経験と結びつく行動や文化のレベルで、日本と日本人に対する肯定的かつ積極

的な興味や評価が高まる傾向があること」

③ 「日本文化開放施策は個別的な開放方法、内容、進行度の問題とは別に、日本文化や日本人への拒

否感を和らげる契機になっていること」

さらに、このことを踏まえ、馬居は共同研究の代表者として、00年 10月、韓國日本文學會による「韓

国は今後日本文化をいかに受け入れたらよいか」をテーマとする「2000年秋期国際學術大會シンポジ

ュウム」において、「韓国青少年における日本大衆文化の接触状況にみる受容論議の問題性と課題」と

題する論考を発表し、次の三種の提言を行った。

i「日本文化に関する論議は、既に韓国社会のなかに再生産システムや流通システムを伴って広く浸

透しているという現実認識から始めるべきである」

五「プラスであれマイナスであれ、日本文化に特権的位置を与えるべきでない」

面 「重要なのは日本文化の受容方法ではなく、いま育ちつつある韓国の子どもたちが求める文化であ

る」

特に、「面」において、「問うべきは今と未来の韓国社会を構成する新たな文化の再構築への課題」で

あるとの問題意識から、「韓国社会が工業化から情報化の段階に移行し、子どもたちの社会的形成の過

程に生じつつある新たな課題とかかわって、日本の子どもや若者が選択 (消費)する文化が韓国の同
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14 馬 居 政 幸 0夫

世代の人たちにも積極的に選択 (消費)されている」ことを指摘した。さらに、上記の観点をより発

展させ、東アジア的世界が西欧社会に起源を有する工業化の波を被ったあと、グローバル化した情報

化の波を受けることにより改編を余儀なくされている子ども、とりわけ思春期における人間の社会的

形成の問題を、韓国と日本の現状の比較分析をふまえて考察することを我々の今後の課題として提示

した。

この提言を含め、上記のシンポジュームでの発表内容の詳細は、前提となる調査結果とともに、本

研究報告第51号において、「韓国における日本大衆文化の調査研究 (4)」 として報告した。

また、01年度には、大きく政治問題化された、いわゆる歴史教科書問題を巡る論議の韓国における

実態を明らかにするために、関係者への間き取り調査を実施した。その結果、経済危機以降、急速に

拡大したIT産業の影響による韓国社会の変化を反映した、旧来とは異なる日本への批判意識が、中高

校生の間に生まれつつあることを把握できた。さらに、その特徴の検討を通じて、韓国と日本の相互

理解を促進する上での新たな教育課題を提示した。そしてその概要を日本教育社会学会第53回全国

大会で発表するとともに、詳細を「韓国における日本大衆文化の調査研究 (5)」 として本研究報告第

52号 にまとめた。

このような二期にわたる科学研究費に依る調査研究の成果に基づき明らかになった課題の研究を進

めるために、昨年 (01年)度、科学研究費補助金 基盤研究 (B)の新規対象として、「韓国における

日本文化開放と韓日相互理解教育についての調査研究」(02～04年度)を申請したところ受理された。

そこで、本年 (02年)8月 より、その初年度としての調査研究を開始したところ、韓國東アジア日本

學協会より、「2000年度秋季国際學術大會」(02年 10月 12日 )において、「 グローバル時代 韓日共

同文化 構築方策」をテーマとするシンポジュウムでの提案者として招聘された。

そのため、「青少年における大衆文化の役割―韓日共同文化構築の視点から一」と題して従来から継

続する韓国青少年への聞き取り・質問紙調査の結果と相互理解教育推進という新たな課題意識に基づ

く日韓双方の青少年の漫画への意識の変化の分析を重ね合わせて考察した結果を、共同研究者を代表

して馬居が発表した。このシンポジュウムでの論議をふまえ、提案した内容に加筆修正 したものを、

本研究報告の場を借りてまとめたのが、以下の論述である。なお、シンポジュウムの提案では、上記

の研究経過を紹介することから始めたが、本稿では、その部分を省略し、調査結果の分析から論じる

ことにする。

2.調査結果が示す韓国青少年の日本大衆文化への評価の変化

我々が6年以上にわたり実施してきている調査研究の項目は多岐にわたるが、その中核となるのが、

同一の質問文で継続的に実施してきた初等学校 (韓国小学校)5年生、中学校2年生、高等学校2年生

に対する「日本大衆文化への接触状況と日本と日本文化に対する評価」についての質問紙調査である。

その00～ 01年度調査結果をみると、96年に調査を開始して以来、一貫して上昇していた日本へのプラ

スイメージが反転し、マイナスイメージが増加していることが読み取れる。

たとえば、図 1は、日本と日本人に対する評価に関する26項目の質問結果を、肯定 (「そう思う」十

「 どちらかといえばそう思う」)と否定 (「そう思わない」+「どちらかといえばそう思わない」)に分

けて集計し、00年から01年への変化を示すために作成したものである。一見してわかるように、どの

項目も日本に対するマイナスイメージが増加している。特に、00年からのマイナスイメージヘの変化

率が 10ポイントを超えるものは26項 目中 10項目にも及ぶ。
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図1 日本と日本人に対する評価の変化

変化率 変化率
,000至E 2001』

=
20004F 2001至F・

A
2)経済力が衰退し国力が弱くなる 18.7 31.6 12.9 43.1 37.6 -5.5

5)一般に国民の考え方が韓国人と同じ 12.5 -3_4 65.9 10.2
3)将来韓国の存在を脅かす国 33.6 38.8 5.2 34.1 34.4 0.3

B 6)理解できない不可解な国 27.3 40.9 13.6 38.9 31.9 -0.7

1)日 本 人 に対 して敵 対感弗盛 眺 30.6 39.8 37.5 32.9 -4.6

C

1)国 民にバイタリティがあり将来性のある国 42.1 30.3 -11.8 27.5 38.3 10.9
19)日 本人と友達になりたい 44.1 -7.2 33.1 ″ 8.9

23)両国の関係を良くするために努力したい 38.7 -6 40.8 8.9

4)韓国の発展のために協力が必要なく日本 37.4 34.1 -6.7 31.1

26)日 本文化や漫画や歌謡等自由に接したい 39.2 34.3 -4.9 36.8 43.3
7)勤勉で優れた資質を持つ国 35.8 -3.2 32.6 39

D

8)日 本国民の才能が韓国国民より優れている 19.5 15.4 -4.1 50.6
14)中 国人よりも日本人が好き 23.2 -6 46.7 57.7
20)日 本人を家に招待したい 27 22.1 -4.9 42.5 10.9
10)日 本人に対して親密感を感じる 18.4 12.3 -6.1 52.4 62.9 10.5
16)日 本の大学や大学院に行きたい 14.8 -4.2 52 62.1 10。 1

17)日 本企業に就職して働きたい 16.9 -3.3 55 10.1

13)西洋人よりも日本人が好き 18。 1 13.3 -4.3 53.2 62.6 9.4
21)日 本人と一緒に仕事をしたい 22.5 18.6 3.9 45.2 54.6 9.4
22)日 本爵を勉強したい 48.3 41.8 -6.5 29.7 38.4 8.7
12)日 本や日本人に強い関心を持っている 28.4 24.3 -4。 1 43 51.3 8.3
18)日 本でしばらく生活してみたい 53.6 47.6 -6 28.2 36.5 8.3
15)日 本に旅行に行きたい 54.3 48.9 -5。 4 27.4 34.9
25)日 本の技術を学びたい 30。 7 27.2 -3.9 40 47.2 7.2
24)日 本の文化を学びたい 32.9 31.4 -1.5 39。 2 45.6 6.4
9)韓国は将来日本と対等になる 42.6 44.9 2,3 24.7 28.5 3.8

A:方向が変わつたもの                  c:方 向に変化がなく肯定・否定が入れかわったもの
B:方向に変化があり肯定・否定が入れかわったもの     D:方向は変わらずマイナスイメージが増えたもの

さらに、図2(「 日本や日本人に対する評価」の 〔肯定派〕と 〔否定派〕)が示すように、ほとんどの

項目が96年の水準に戻っている。ちなみに、00年から01年にかけて 10ポ イント以上下がった項目

は、14)中国人よりも日本人が好き、20)日本人を家に招待したい、10)日本人に対して親密感を感

じるなど、日本と日本人に対するトータルなイメージに関わるものである。歴史教科書問題の影響と

いわざるを得ない。

他方、変化率の低い項目には、24)日 本の文化を学びたい、9)日 本の技術を学びたいが並んでいる。

この傾向は、教科書問題が、日本と日本人を全体として捉えるレベルでは大きく影響したものの、日

本の文化や技術への関心といった個別的具体的なレベルにまで及ぶものではなかったことを示唆して

いまいか。このような認識を補充するのが、図3「日本に関連するものの総接触頻度 男女学年別」と

図4「 日本に関連するものの総接触頻度の変化」である。いずれの項目も低下してはいるものの、①日

本の翻訳漫画、②日本の映画 (ア ニメ)、 ③日本の大衆歌謡、④日本のゲームの総接触比率に大きな変

化はみられない。特に、男女学年別にみると、漫画、映画、大衆歌謡、雑誌・写真集、衛星放送、イ

ンターネットでは女子中学生が男子中学生を上回っていることに注目したい。00年度は男子の接触率

が高いのみでなく、00年度の女子中学生と比較しても高くなっている項目である。
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図2「日本やと日本人に対する評価」の 〔肯定派〕と 〔否定派〕の変化
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11)日本人に対して敵対感を感じる
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図3-1 日本に関連するものの総接触頻度[男子学年別]

①日本の翻訳漫画

②日本の映画

③日本の大衆歌謡

④日本のゲーム

⑤日本の雑誌、写真集

⑥日本の衛星放送

⑦インターネット

□初等学校 男子 ■中学校 男子 □高等学校 男子

図3-2日 本に関連するものの接触頻度[女子学年別]

①日本の翻訳漫画

②日本の映画

③日本の大衆歌謡

④日本のゲーム

⑤日本の雑誌、写真集

⑥日本の衛星放送

⑦インターネット

囲初等学校 女子 ■中学校 女子 □高等学校 女子
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図4 日本に関するものへの総接触度の変化

①日本の翻訳漫画
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もう一つ興味深い調査結果を紹介したい。図5は 日本の漫画に対する韓国青少年の評価の推移を表

したものである。これを見ると上位の「暴力的」、「おもしろい」、中位の「かっこいい」、下位の「罪

悪感」「役に立つ」については、多少の増減はあるが、数値としてはあまり大きな変化を見せていない。

しかし「いやらしい」に関しては96年 (65。7%)から98年 (63。8%)にかけては上位であったもの

の、99年 (48。2%)に急激に下がって以後、00年 (42。 1%)、 01年 (41。2%)と 、中位で推移してい

る。これは日本の漫画に「いやらしさ」がなくなってきたことを示すのか。逆である。「いやらしさ」

を性的描写にかかわる評価と考えるなら、日本の漫画、それも女子中高校生に人気のある少女漫画に

おける性的表現の割合は質量ともに増加しているといわざるをえない。

他方、冒頭で指摘したように、現在の韓国ではほぼリアルタイムで日本の漫画が翻訳・出版されて

いる。この二つの事実を重ねるなら、日本の漫画に対 して「いやらしい」という印象が減少している

のは、漫画の内容の変化ではなく、調査対象者である韓国青少年自身の意識の変化を反映するものと

いわざるをえない。加えて、男女別に「いやらしい」の変化を示した図6をみてほしい。急激に低下し

た98年から99年の変化は、男性よりも女性の変化をより反映したものであることが読み取れる。先

に指摘 した女子中学生の漫画や雑誌への接触比率の増加と並行する意識の変化とみなせるのではない

だろうか。

なぜこのような変化が生 じたのか。その背景を考察することから、韓日青少年の間に新たな文化が

構築されるために大衆文化が果たす役割について私見を提示したい。
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図5日本の漫回について印象
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3.少女漫画「Paradise Kissパ ラダイス・ キス」にみる大衆文化の役割

上述 したように、教科書問題は韓国の青少年に日本と日本人に対する拒否感を高めたことは否めな

い。だが、それとは異なる次元で、日本の子どもや若者が好む (選択する)文化を共有することによ

って、実質的に類似した文化を構築する基盤が形成されつつあることも事実である。いいかえれば、

そのことの善悪 (価値評価)は別として、韓日両国の青少年の間に、学校や家庭が担ってきた文化の

社会化では満たし得ない欲求 (ニ ーズ)に応える共通の文化が、大衆文化として創造されつつあるの

ではないだろうか。たとえば、思春期にある男女の内的外的欲求を構成する最も大きな要素は、不安

定な自己を確認しつつも、新たな自己へと脱皮 (飛翔)する (ア イデンティティの形成)ためのモデ

ルとその欲求を表現する (欲求に応える)世界、すなわち自己同一化 (ア イデンティファイ)の対象

に対するものである。それは学校の成績や親の愛情では応えられない性的世界を含む男女のあり方と

密接に関わる世界である。

工業化以前の社会にあっては、それらは伝統的な若者文化のなかに継承されてきた。しかし、工業

化の進行とともに生じる社会移動の常態化や急激な少産化と高学歴化 (少なく産んでよく育てる)は、

文化継承の社会的基盤となる子どもや若者のみで担われる世界を縮小させる。その結果、学校が供給

する文化と家庭で与えられる文化の狭間で、性的成熟にかかわる男と女の文化を供給する世界自体が

工業生産の対象となることが求められる。そのニーズに応えて生み出されたのが、少年少女を読者と

する漫画雑誌に代表される大衆文化である。さらに、工業化の後に続く情報化とセットになった消費

社会の成立は、このような子どもや若者を市場とみなすことにより、画一的な大量生産から多品種少

量生産のシステムに支えられ、個性をも消費の対象とみなす商品が、性や年齢の境界 (ボーダー)を

超えて提供されるようになる。そこでは大衆に代わって小衆や分衆が論じられ、画一化ではなく自分

らしさを装うこと自体が商品化され、消費の対象となる。

そして、先に紹介した調査結果は、このような個性をも商品化した大衆 ?文化の多くを韓国と日本

の青少年が共有していることを示している。ちなみに、日本がこのような消費社会に転換したのが経

済的に最も繁栄した80年代とされる。その意味で、韓国において、DF危機 (1997年 の経済危機に

対する韓国での通称)以降の改革による経済成長に伴うかのように日本の漫画への「いやらしさ」の

印象が低下したことは興味深い。韓国においても消費社会が成立 したことを示唆している。

その意味で、80年代の日本と同様に、韓国においても、とりわけ、NIF危機克服による豊かさを背

景にした、漫画に代表される青少年を市場とする商品化された文化に、大衆文化の文字を当てること

は不適切といわざるをえない。

しかし、ここでの問題は、文字表現の当否ではなく、韓国で大衆文化と称される商品とそれを消費

する人たちとの関係である。すなわち、重要なのは、大衆文化という概念の吟味ではなく、学校でも

家庭でも満たされない不安定な自己の表現への欲求を満たすために、彼等彼女等が選んだのが、現在

の翻訳された日本漫画の世界であるという事実である。理由は、その中に今を生きる韓日青少年が共

に構築する文化の基盤と課題を見出すことができると考えるからである。

このような観点から分析の対象として取り上げたのが図7である。これは現在、日本の女子中学生

や女子高校生に最 も人気があり、韓国でもリアルタイムで翻訳出版されている矢沢あい氏の漫画

「Paradise Kissパ ラダイス・キス」 (月 刊誌『Zipper』 平成 14年 10月 号 祥伝社Tll)か ら抜き出し

たものである。ただし、画一化とセットになったかつての大衆文化の一つではなく、個性をも商品化

する現在の漫画の世界を、既存の研究上の概念枠で分析することは困難である。生産ではなく消費の

側に商品の価値の判定が委ねられるのが消費社会の特性である。そして漫画の消費者とは読者である
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以上、読者自身の言葉からこの作品が表現する世界の特性の把握を試みたい。そのため、ここでは自

らも読者の一人である馬居の研究室に所属する木戸美矢子氏 (静岡大学教育学部3年)に、この作品を

支える日本の中高校生への聞き取り調査とその結果についての韓国と日本の同年代の友人との検討を

依頼し、その結果をまとめたのが以下の文章である。現代の思春期を生きる人たちが求める世界の特

徴を読み取っていただきたい。

「漫画による表現の大きな特徴の一つは、人物を三つの視点から描けることである。すなわち音に出

す台詞としての言葉、声に出さない心、日に見える姿の三つである。これら二つが同時に表せる (読

み取れる)のが漫画の醍醐味といえる。(図 7-③④参照)

キャラクター達の容姿及び衣服は、それぞれ理想的に整っている一方で、面白いほどに個性的に描

かれる。背が高く髪の長い少女と小柄で短髪の少女。二人は髪の色も着ているものも全く違うが、共

に “可愛い"と いう表現が似合う容姿。加えて、自分の才能で未来を切り抜こうとする生き方も同じ。

この二人を通して作者が描こうとする (読者が読み取ろうとする)世界の特徴を示すのが彼女達のビ

アスの穴の数。一人は三つ、一人は一つ、そして同じデザインのものを身につける事はない。自分の

最も似あうもの、好ましいと思うものしか身につけない。

個性 (自分らしさ)は身につけるモノ (記号)の集合として表現される。

次に図7-①②③では、主人公である黒髪の少女の内面の感情 (見えない世界)が手にとるように見

え (聞 こえ、感じ)て くる。例えば自己嫌悪という感情のほとばしりが、派手に飾られた文字の中に

浮かんでくる (③-2)。 その場から逃げ出したいが、離れるわけにはいかにないと決意する場面では、

相手の少女の瞳だけが描かれる (③ -4)。 相手より高く構えられた主人公の視点は、事実としての描

写にも加え、感情も代弁しているといえるだろう。(③ -4)。

また、場面④⑤⑥の黒く塗りつぶされている背景は二人の心の重さと苦しさを表す。注がれるワイ

ングラスに浮かぶ姿は、主人公が二人の狭間で感じる存在の危うさを示唆する (⑥ -1)。 それと対比

して、次の場面では、三つ描かれたグラスを見る目線の高さで現実の重みを描写する (⑥ -2、 3)。

いずれも瞬間的な変化で微にして妙な心のうつろいを描写しようとしたもの。現代の子どもたち

は、理屈抜きの感覚でこのめまぐるしい描写を読みこなす。それは自分達の内面に、自分では言葉に

できないが、確かに存在する共通の何かを、この作品のなかに読み取ることができるからといえるだ

ろう。

内なる自己表現としての時空を超えた多彩な心理描写、外なる自己表現としての装うモノヘの微細

なこだわり、これが漫画が中高生、とりわけ女性の “自己主張"のモデルとなる所以である。」
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4.漫画が自己形成にはたす役割と社会的背景の変化

上記の報告が示すように、漫画は「文字」「絵」「コマ」を駆使することによって、見えない世界を

見える世界として表現するメディアである。そこでは、性的成熟に代表される思春期を前後 してだれ

もが経験するが、特定の才能もった人たちにしか表現 (言語化)で きなかった内的外的な自己形成の

過程が、個性化というメッセージとセットで誰もが共有可能な記号表現として伝えられる。

すなわち、思春期とは、先述したように、それまでの子どもとして形成されてきた自己を問い直し、

その社会が要求する一人の人間 (男 と女)と して自己を再構成する時期 (ア イデンティティの形成)で

ある。ただし、その過程で、文字通り他の誰でもない独自の自己の存在を前提とした自己形成が問わ

れるようになったのは、近代という社会システムと共にである。近代以前の社会システムでは、通常、

前もって定められた型のいずれかに、性、門地、身分など生まれ持った属性に従って自己をいかに当

てはめるかが課題であった。そこでは自己の内的欲求を顕現することが非とされ、定められた分に従

うことが是とされる。このような社会では、思春期は原理的に否定されることになる。近代以前の日

本社会で、成人としての儀式が行われる年齢が、10代半ばに置かれた理由である。

他方、近代という時代は、独自の自己を求める新たな人間の類型を顕在化させる。その結果、それ

を阻止しようとする旧来の社会システム (慣習、意識、制度)と の間に葛藤が生じ、それらが多くの

文学を生み出したことは、日本の近代文学の歩みから理解できよう。だが、そのような葛藤の過程を

自己の生き方のなかに組み込むことができた人たちの割合はどの程度であったか。少なくとも、義務

教育が初等教育で終わっていた敗戦以前の日本社会を構成する多数派は、思春期を前にして生産と労

働の日々に組み込まれ、実質的に思春期を生きる機会を得ることができた者は少数派であったといわ

ざるをえない。戦後においても、義務教育の延長と単線型学校制度によって社会制度の上での条件は

与えられたが、その機能が発揮されるためには、高度経済成長と少産化 (計画出産による子ども数の

制限)という条件が加味されなければならなかった。

すなわち、1950年代後半から始まる経済の高度成長は、日本の地に生まれた人たちに、史上初めて

生活の糧以外の世界に自己を表現する機会を用意した。また1960年を前後して定着する少産化は、性

や門地等から自由な個が成立する基盤となった。そして、60年代生まれの日本の少産化第一世代とと

もに高学歴化が進行し、同世代の多数派に、20歳もしくは22歳 まで、一人前として扱われるまでの時

間の延長が与えられた。さらに、その人たちが社会に出た80年代の日本社会には、工業化の段階から

情報化の段階に入り、性差ではなく個々人の個性や能力を表にした評価が社会システムの中に組み込

まれるようになる。そこでは少数の選ばれた人たちとそれに従う多数の人たちとぃう区分が崩壊 し、

誰もが自分の人生を自分自身で決定できるための必要条件を獲得することが可能になった。ただし、

あくまで必要条件であって十分条件ではない。理由は、自由なった自己に応じた自己形成のための社

会制度の改編を怠ったためである。より正確には、その必要性を自覚できなかったというべきであろ

う。その代表が学校教育である。

誰もが自分の人生を自分自身で決定できる十分条件とは、社会的選択の自己決定と自己責任を内在

化した自己形成を可能にする社会制度の構築である。それに対して日本の学校教育は、一定の共通の

能力と所属集団への帰属意識や従順さを形成することを目的とする初等教育と少数のエリー トを養成

する中・高等教育として制度化された。さらに、戦後の改革で、上述したように、両者は制度的に連

続するものとなり、豊かさは、その制度の階段を上ることを多数派に保障した。

ところが、その教育内容を構成する知識の構造やそれを内在化させる教授方法においては、基本的

に戦前の二つに分化した制度のもとで展開されたものを継承した。その結果、拡大した中等教育も含
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めて、18歳までの学校教育は画一的な人間の再生産の制度として機能し続けた。あるいは、機能させ

続けようとした、というべきかもしれない。他方、少数者のための高等教育に多数派が流入する時代

を迎えて、大学も機能の転換を図るべきであったにもかかわらず、その努力を怠ったことを否めない。

その結果が神の見えざる手にかわる偏差値を基準とした輪切りという見えない制度を介した意図せざ

る制度の構造と機能の改編である。

しかし、意図せざる改編は、やはり意図せざる様々な副作用を伴う。学校は、一定の時間と空間の

中に、児童生徒というラベルを貼って、強制的に人間を囲い込むという、潜在的であったはずの機能

を、顕在化させざるをえなくなる。ところが、そのことはかえってラベルの外に自己の世界を見出そ

うとする人たちを再生産 (?)す ることになり、本来の顕在的な機能である知識教授を機能不全に追

い込むことになる。

そして、このような学校の拡大と機能転換 (機能不全 ?)に対応 (役割交換 ?)するかのように、彼

ら彼女らの自己形成のニーズを受け入れたのが漫画に代表される大衆文化と総称されるメディアであ

る。すなわち、思春期を生きる人たちに自己形成のための十分条件となったのは、表の学校情報に対

する裏のメディア情報ということになろう。さらにより重要なことは、それが工業化と情報化という

社会の生産システムの転換に対応し、巨大な生産と流通システムを伴った市場システムの下位 (サ ブ)

システムとして制度化されたことである。その結果、自己形成の過程は消費の過程と一体化すること

になる。

そのことは、一見、自由に見える自己形成の過程が、実は与えられた情報を消費することによって

しか表現できない、ということにより、新たな画一化への契機を準備することにもつながる。事実、個

性化を画一的に消費するという矛盾が随所に見られることは否定できない。だが、消費社会の強制は、

画一的な商品の消費のみで終始するほど甘くはない。選択の権限が、生産者の側ではなく消費者の側

に委ねられるようになったのが消費社会のもう一つの側面である。個性化への強制は、消費者のニー

ズを介 して生産者への強制となり、限定された市場に多彩な商品を提供できるシステムが求められ、

80年代日本の豊かさが、その構築を可能にした。

このような社会過程の進行を象徴するのが、少年ジャンプ600万部という現象である。ただし、少

年ジャンプがあくまで男性を対象とする雑誌であることが示唆するように (女性が選択していたこと

を承知するが)、 上記の社会過程への参加者に性差の文化 (ジ ェンダー)が付着していたこともまた否

めない。それが90年代において、形式的には性差の文化を維持しつつも、実質的に性差のボーダーを

解体させ、男との対比で付与される役割を拒否し、新たな自己形成への道を歩もうとする (歩まざる

をえない)女性の側のニーズに応えた作品が、新たに消費の対象となる。いいかえれば、第二の性

(ボーボワール)の裏返しの男性性と同一化した人間としてではなく、あくまで女性であることにこだ

わりつつ、自己決定と自己責任の契機を内在化させる (せざるをえない)必要条件が、ようやく用意

される段階に入ったと考える。

これが、先に、「性的成熟を代表に、思春期を前後して誰もが経験するが、特定の才能もった人たち

にしか表現 (言語化)で きなかった内的外的な自己形成の過程を、個性化というメッセージとセット

で誰もが共有可能な記号表現として伝えられる」と記した背景である。そして、この誰もが、という

枠組みの中に、今、歴史と文化の境界を越えて韓日の子どもや若者が含まれようとしている。

5.共同文化構築への課題を求めて

もちろん、歴史教科書問題が示すように、共通の世界の成立を安易に主張することは控えなければ
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と日本という二つの地が、時間の差を伴いながらも、共に工業化から情報化への道を歩み続けている

ことも否定できない事実である。その意味で、共有しようとしているのは大衆文化自体ではなく、子

どもや若者がそこで (しか)自 己を形成し、表現する (せざるをえない、)社会的文化的基盤のほうと

考える。

しかし、社会的基盤を共有することと共同による新たな文化の構築との間にある差異もまた大きい

ことも確認しておかなければならない。そのことは、共有していると思われる漫画においても指摘で

きる。図8-1は矢沢あい氏のもう一つの人気漫画「NANA― ナナー」K/1ヽ学館刊 韓国版は鶴山社刊)

の一コマとその韓国語訳だが、次に示すように、両者の言語表現は異なる。

日本の原書

「でも、レンに抱かれることだけがあたしの人生じゃねぇんだ !」

韓国語訳とその和訳

「 尋ス1せ 逃せユ II01 鎖■ 択せ01 嘲 割 ♀ 。卜J脅。卜」

「でも、レンといっしょにいることだけがあたしの人生じゃねぇんだ !」

また図8-2は、男性が女性の胸をつかんでいる場面に、韓国版ではスポンジが書き加えられている個

所である。
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大衆文化と総称される分野、とりわけ漫画は、その表現の具体性ゆえに、作品を生み出す基盤とな

る社会を構成する文化に規定される度合いが高い。そのため、その翻訳は言語が有する意味の範囲と

その意味への評価の差異という二重に作品と読者双方がもつ文化に規定されたズレを伴う。とりわけ

後者のズレは作品の価値自体に及ぶ可能性がある。上記の例はその典型といえよう。女性の言葉とし

て発せられる直接的な性的表現が矢沢あい氏の作品の特性だからである。

しかし、このことは韓日の間における共同文化の構築の困難さを示すものではない。共同文化構築

とは、両国の文化が同一になることではない。異なるものの出会いによってこそ、いずれか一方の文

化のみではできない新たな文化の創造が可能になる。互いの差異を認め、評価することから、共同文

化の構築が始まる。ある作品を、異なる文化に翻訳するという作業は、その作品に新たな価値を付加

するということでもある。

さらに、たとえ―コマの言語表現が異なったとしても、作品全体の文脈から判断するときに、言葉

の差異は実質的に縮小する。この作品において「抱かれる」という言葉と「いっしょにいる ????」

という言葉が示唆する世界の差異は、互いの言葉ほど大きくはない。むしろ、日本の読者が図8-1の
場面において「抱かれる」という言葉によって抱いた感情やイメージは、「いっしょにいる ????」 と

いう言葉によって韓国の読者が抱く世界に近いと考える。この「抱かれる」という言葉が指示する内

容は、男女の性的関係ではなく、相手に依存する生き方を問題視することだからである。

異なる文化間の差異の理解は、その差異が現れる状況 (社会的文脈)の中に置くことにより、類似

性や同質性の理解への糸口ともなる。このことを示唆するものとして、馬居の研究室の学生Aと 同学

年の韓国人学生Bと の会話を紹介したい。これは、「Pttadise Kissパ ラダイス0キ ス」と「NANA一
ナナー」の表現内容をめぐり、本調査研究の観点から試みた、日韓両国の学生による討議の記録から

抜き出したものである。 (付加資料 1参照)

A:「氏ぶ k」「Pttadise Kiss」 には、女の子が、キャラクターが、将来や夢のために好きな男の子と

別れよう、なんて言ってしまうシーンがありますよね。今までの女の子向けの漫画は好きな子と幸

せになることが目的だったから、そんな台詞はなかったように思うんです。どう感じますか ?

B:「NANA」 のなかに出てくる、「やりたいことのために男性と別れる」という考え方は、以前から

あった考え方でしょ。それは別に新しい考えというわけではなくて、韓国の女の人であれ、日本の

女の人であれそういう考えを持って実行してきた人はいたと思う。「Nぶ A」 の世界が描いたこと

は、ようやく漫画が現実に追いついたということ。ただそれだけだと思う。

A:確かに FNANA』 の世界は、日本の私にとっても、とてもリアルな世界だと思う。そして、あな

たが言っていることは、それはある意味韓国でも『NANA』 は「 リアル」に感じられるところがあ

るってこと?

B:う ん。

韓日両国の若者達は、漫画というメディアを介して、それぞれの文化に根ざしつつも、類似した「 リ

アル」さの感覚を共有しつつあるといえよう。もちろん、両者が全く同一になるということではない。

たとえば、韓国人学生Bの発言にあるように、女性が「やりたいことのために男性と別れる」という

現実は、韓国と日本双方にあったとしても、両国とも、そのような道を選択する女性は多数派ではな

かった。ただし、日本では80年代から多くの女性が仕事を選ぶことが可能になり、現在は結婚や育児

のために仕事をやめる女性のほうが少数派になりつつある。それは、男女を問わず、自らの生き方を
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自分で選択し自分で責任とらなければならない社会に日本が変化したことを意味する。そのような現

実を背景に「NANA」「Paradise Kiss」 が描かれている。他方、韓国の場合は、まさに今、女性が男

性と対等に仕事を選択することが可能な社会への変化の真っ只中にある。女子学生にとって、結婚後

も働き続けようとすれば、専業主婦を理想とする上の世代や相手となる男性の圧力を覚悟しなければ

ならない。すでに少数派ではなくなった日本の女性とこれから多数派を形成しようとする韓国の女性

では、「やりたいことのために男性と別れる」という選択の重みに差があることは当然といえよう。い

はば、既にある現実とこれから確実に生じる現実という二つの現実が重なることにより、日本と韓国

双方の女子学生が、この漫画を介してリアリティを共有したといえよう。

ただし、若い女性が国の境を越えてリアルさを共有するといことは、逆に、それぞれの国のなかに

ある既存文化の差異が、依然として相互理解の壁となることを避け得ないことを意味する。それを象

徴するのが、図8-2の韓国側による書き込みである。政府による既成や社会的非難を避けるために行

う、映画やビデオ映像のボカシと同様の技術的処理によるものと思われる。このような処置は、作品

の質を損なうだけではないか。「素手」であろうと、「スポンジ」を使おうと、規制を要求する側がも

つ性的な関係の示唆という意味では、差があると思えないからである。むしろ、「素手」が抱く者の優

しさを象徴するとすれば、別のものを介在させることで、その意味が失われることになる。画一的な

規制が、かえって規制しようとする世界を強調する結果になることを示唆する例ではないか。

その意味で、理解を阻む差異は、同質と思われている文化の中にこそ生じる可能性が高い。上述 し

た工業化から情報化への移行の速さは、韓国と日本双方において、世代間の差異が生じることを避け

えない。その結果、先を行く社会の文化と思われたものが、既に自らの新たな世代の文化となってい

る可能性が高い。先の韓国人学生Bの発言は、日本の学生にはリアルでも、韓国の男性や上の世代が

そのリアリティを共有するまでには、時間が必要である。事実、この内容を韓國東アジア日本學協会

のシンポジュームで発表したときの反応は、性と世代によって大きく分かれたことを紹介しておく。

したがって、問題の淵源が、韓国と日本の差異ではなく、自国内の世代間の差異にあることを忘れ

てはならない。その典型が、先に指摘したように、既にその担い手も社会的基盤も変質してしまって

いるにもかかわらず使用し続ける大衆文化という概念であろう。この言葉を用いる限り、今と未来を

生きる韓日両国の子どもや若者の間に生まれつつある「共感の帯 1嘔■― 」を共同文化へと認め合

い、互いに育みあっていくことは困難ではないか。

加えて、両国の子どもや若者の共同を阻む社会制度を指摘しておかなければならない。その代表が

男性の兵役の有無である。性差を基準に全く異なる社会を経験しなければならない社会とそうでない

社会との差異は、あらゆる分野に男女の共同参画化が進行する社会にあって、よリー層大きなものに

なることを否定できない。それも韓日間ではなく旧来と異なる意味での韓国内の男女の差異の拡大と

して。情報化の進行は、伝統的な男女の差異を限りなく縮小させ、個性や能力の差を評価する。その

結果、性差を基準とする社会制度上の差異は、いずれかの性にハンディをもたせることにより、予期

せぬ結果をもたらす。その代表が出生率の低下である。上述してきたように、大衆文化が男女の性的

成熟の世界の表現に関わってきたことが象徴するように、このような韓日両国間にある社会制度上の

差異の影響と意味の理解は、共同文化構築のために避けてはならない課題と考える。

最後にこのような韓日の文化的社会的差異の存在を超えて、漫画、アニメ、ゲーム、歌謡など、大衆

文化と総称されてきた様々な作品が、東アジアのみでなく、より異質な文化を持つといわれた国々に、

それも韓国の作品が日本の作品を超える勢いをもって広がっていることを指摘したい。両国の文化は

既に競合する段階にあるといえる。さらに、日本において韓国の作品が翻訳出版され、日本の原作者
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と韓国の漫画作家が共同して作る作品が韓日両国の週間雑誌に連載されていることも紹介しておきた

い。

共同文化の構築への歩みは、すでに始まっているといえよう。

☆ 本稿をまとめるにあたり、調査の記録と整理、あるいは調査結果の図表作成において、馬居の研

究室に所属する今牧珠里 (4年 )、 大桑政記 (4年)、 木戸美矢子 (3年)の三氏の助力を得たことを記

して感謝の意とする。
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嘲コOllバ 奢工■■ ■列 4Allせ J=書「せ号°ll ttOlバ 鋼 電暑嘲子モ斗鋼 乙スト電子

(5)」 三月 暑電子■ユ 剌52二到 ■■■■。

Ol嘔 ■ 2ア1011d月 ■■電子口l七 二人卜せ 電子 4■Oll村 彗司d斗川到 朝せ 電子

暑 4可■ア1鋼 司,今嘔(01■ )三,■■電子口lユ乙詈 フlせ電子(B)鋼 電子嘲せユニバ,

「せ号Oll ttOl劉 鋼 電暑モ斗 刻u.I斗 せ嘔 せ二。l司 ヱ今到 嘲せ 乙八}電子」(02嘔二

～04嘔二)暑 社■,十Jヨ銀■.ユ胡村,暑咀(02■ )8電早ヨ ユ ニ嘔二三月鋼 乙スト

電子暑 Al今■ 4■ ,せ号 号。卜Al。卜望暑■■コ早J 「2000■二 子刻号剌■舎嘲コ」

(02■ 10毯 12嘔 )Oll ttOlバ  「詈三嘔Al嘲 せ電子
=モ

斗 子号■■」
=Ellロ

ト三 ■七 暑

召エパ¶鋼 刑せ4二月 二嘲ヨ銀■.

ユ司ア1鋼司,「■仝■Oll ttOl月 嘲子暑斗鋼 呵せ―■魁号晉モ斗 子子鋼 Al召 到Al

―」■モ 刈号ユニ 子朝早ヨ 川今■ ■■■企嘔到 嘲せ 咀日早・社モ乙スト鋼 4斗斗 せ

二。1司ユ今子d ol■七 Al三♀ 斗剌鋼劉
=フ

1塁二■七 せ嘔嗜号■ ■杢嘔鋼 せ斗到

嘲せ 鋼料嘔斗鋼 暑召斗 ■月 ユせせ 4■,子号電子4暑 朝工三 十ロト。レトせ工戴

■.。l僣二月嘔翻バ鋼 ヒ鋼暑 ロトオユニ せ 薔舎°l■.三 ,僣エパ増鋼 剌せ到月七

せアl鋼 電子■斗暑 企フ1■七 項早ヨ Al■■月せ,暑ユ611村 モ,ユ 早是
=J呻

■ユ
,

二人卜d斗鋼 暑召早J≧■ユ対 ■■。
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2.乙スト程斗71 ial子七 せ号 ■仝u詈鋼 望暑 嘲子岳斗到 嘲■ 瑕升鋼 嘔斗

♀■詈。16■ 01を d月 毬バヨOl♀ 二人卜電子鋼 ■号♀ al嘲 を胡Oll d月 以七
Ell,ユ 朝J書 子望■・理モ

=オ
パニ 月今召ユ三 毬Al司 ♀ 塁号■ユ(■号鋼 企計

ヱ)5■嘔」,子■ヱ 2■■祖jユ子■ユ 2■■■
=嘲

せユニ ■ 「望暑嘲子モ斗Ollq

召尋せモ斗 嘔暑,電暑暑斗Oll嘲■ ■フト」Oll■■ 4暑パ乙スト。1■.ユ 00-014二 乙
スト社斗暑 ユ■,96嘔 Oll二人卜暑 刻八1せ Ol嘲 ,電■■alせ舎■ユ 蚊以嘔 嘔暑Oll嘲せ

晉」企 。
1口lパ オ せ社ヨユ ロト。lJ▲ 。

lI・l月 /1子71■ユ 蚊■.

朝暑 詈Olユ瑠 1♀ 魁暑斗 嘔暑嘔Oll嘲■ ■オ到 せ■ 2673■号鋼 4モ4斗詈,

子■(「ユ専冽 相4■」+「 OIL脅咀71■■ ユ譜刻 相4■」)斗 早■(「ユ弓冽 相

4■パ 錯
=」

+「 OIL琴咀/1■■ ユ弓川 褪4■月 錯
=」

)ユニ ■キOl召 冽■ユ 00

嘔早司 01■2三q嘔斗暑 刻Al■ア1刹司 脅偲せ 項ユ三,嘔☆ ユ。卜二 せ 十 餓長
。l,OIL■号到月二 望暑Oll嘲 せ ロト。lJ▲ 。lUl月 /1子升■ユ 蛾■.尋司,00■早

司 ロト。l嘲企 。
1口1パ 三鋼 嘔斗き。110工咀三暑 増与 項♀ 26刻 ■号 子 10川 ■号

Ollせ■■。日今。1ユ望 2(「 魁暑。l■ 望暑嘔Oll嘲■ ■71」 q[子■斗]斗 [早■斗1)

71■■嘲讐 択斗 を。1,朝早暑鋼 ■号。196嘔鋼 十そユ三 ヨ詈。卜71蛾■.者ユ三

〇0■早司 01■ Ol1 4月 月 10工嘔三 。lせ 嘲Jを ■号書 14)子号嘔■■二 望暑咀。
l

争■,20)嘔暑咀書 召ユニ 塁嘲■ユ 釜■,10)望暑咀Ell嘲司 型理を
=Ld嗜

手,

望暑斗 望暑嘔Oll朝せ 子■召嘔 。
1口1パ Ollせ嘔■ 択。l■.q人}ュ斗月 モ利鋼 電■

01斗ユ せ■月 錯書 十 叡■。

せ,嘔斗音。1責♀ ■号ユニ≧ 24)望暑鋼 岳斗暑 朝♀ユ d■,9)望暑qァ1告書

胡♀ユ d■ 子。1銀■.Olを■♀,・WL斗村モ刻フト嘔暑斗 嘔暑咀
=4剌

三月9■ 71

暑 ュ川 パ■人1獄パせ 刻嘔召。1ユ 子剌召咀 嘔暑鋼 暑斗■ ア1舎 子Oll鋼 せJOll嘲

司月七 電警。1召 銀■七 項
=ス

1スト■七 召嗜
=■

■嘲ユ 銀モパ三 二署■.。l司 せ

咀召
=ユ

子■≧ 択。lユ瑠 3q 「望暑斗 せ■■ 択詈鋼 子 召尋嘔二 甘司 ■■電」

斗 ユ瑠 4鋼 「望暑斗 せ嘔■ 項詈鋼 子 召尋嘔二鋼 嘔斗」。1■.OIL■号。ILl月

■ヨOl以フ1七 ■月せ ① 魁暑鋼 嘔呵せ斗,② 嘔暑鋼 電斗(朝 Ll嘲 01社 ),③ 嘔暑鋼

朝子フト■,④ 嘔暑 刻・J鋼 子 召尋口1音Ollガ■せ 嘔斗モ ユ。1パ 錯モ■.号司 せ司

■■電ニ ユ嘔 せ斗,電斗,嘲子71■,者パ・スト社召,鋼偲オ各,咀司哄Oll月 七 q4子
■■01サ4子■相書 せコ■ユ 餓与 項到 子号■ユ 翌■。OIL択。l■ 00嘔二〇llモ

サ4q召尋口1き。l釜
=讐

せ 。卜J■,00■二q q4子■■斗 口1ユ司二 釜。卜月 以

七 ■号。1■ .

ユ瑠 1 ユ望2 ユ望3 ユ瑠4

せオパ J=口14♀ 乙スト4斗詈 企71■ユ4■4.
ユ瑠 5七 望暑鋼 せ斗Oll嘲 せ せ号 ■仝嘔詈鋼 ■71鋼 子Ol暑 ■■咀 択。l■。。l

フt舎 ユ嘔 せ
`1≦

1「平運l Zl」 ,「ヌ1口1,1■」,そ
`→
`1「

哄ヌ1■」,■
`→

≦1「 Zq叶者」,
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「二十。l■■」Oll嘲 司月七
・
■杢q子を♀ 銀ユ嗜 キ4召n三 ユ■パ 署 嘔斗七 ユ

q子ュ 餓パ 錯■.ュJLl「パ今■■」到 せ司月七 96■ (65。7%)早■ 98嘔(63.8%)
Ol1 4月 村七 せ鋼Oll銀銀パせ 99■(48.2%)Oll詈 4司 ■/。l■q ol手 004(42.1%),

01■(41.2%)立三,子鋼三 嘔斗■ユ 餓■。01ズ♀ 嘔暑鋼 せ斗Oll「パ今舌」。lスト■

パフl Al■■■讐 項
=■

■嘲七 項魁外?ユ せ嘲。l■。「パ今■」。l■ 4二人卜Ollせ

嘔■ ■フト■ユ 狙4■■嘔 嘔暑鋼 せ斗,ユ損二 a14子ユ]詈 Oll冽 咀ア171銀七 杢

」せ斗鋼 工電Oll凋 鋼 「パ今]」 ♀ 子フト■ユ 蚊■ユ せ 十 蚊■.

せ■,ユ子(冒頭)Oll劉 月召せ ロト斗 を。lせ号Oll月 七 冽鋼
=A1011魁

暑鋼 せ斗71

嘔q.番せョュ 蛾■.。l早 71パ 鋼 スト社三 暑■■ 電暑鋼 せ斗Oll嘲 せ 「月今■■」

モ 魁せ。lを仝■ユ 銀七 項書 せ斗 嘲
=鋼

嘔斗71。 }■l■,こスト嘲せ対嘔 せ号 ■

杢嘔詈 4d鋼 鋼召鋼 嘔斗暑 せ電■七 択。1斗ユ せ キ 銀■.嗅暑q甘J嘔三 「バ

今■■」鋼 嘔斗暑 ■■嘲■ ユ望 6=ユ。卜子銀ユ■ ■■。詈4■刻 パ■■ 98嘔早

■ 99■q嘔斗ヒ 甘偲■■三 q■鋼 電斗71■■ を せ電是 ズ。l■七 スト社書 せ

牛 銀嗜.霊月 パ召せ せ斗■ 看パOll嘲 せ q4子■■詈鋼 召尋日1合鋼 そ71斗 ■

列 鋼料二 嘔■ユ 餓
=書

せ キ 賤パ せ書4.

到 。1司 せ 嘔斗71せ]せ 項嘔4.ユ ¶■
=ユ

せ■七 択ユニ早日,■望 ■杢嘔詈

スト。1到 凋 州三♀ モ斗フト子号ヨフ1鋼司 嘲子モ斗71■司。卜せ qせ到 嘲司 ■鋼 鋼

4書 利Al■ユ 型■.

ユ瑠5 ユ瑠6

3.仝Jせ尋 「到■■Ol▲ 71▲」earadise Kiss)ニ ユ暑 嘲子暑斗qqせ ♀

T°1011副 舎せ u卜斗 を。1,ユ斗劉 岳刈71せ号鋼 ■企嘔詈到刻 嘔暑斗 嘔暑嘔到 嘲

司 冽早を
=費

冽 ■■モ 択書 早■せ キ 叡■.ユ司Llユ斗七 ■暑 対望Oll村 嘔暑

鋼 。卜。l詈斗 4♀。l詈。l子。1■七(社■■七)モ斗暑 号♀■■ 択Oll■■,電裡召ユ

ニ ♀ストせ モ斗暑 子号せ ア1せ。1電 ■ヨユ 銀七 項三 人}社 Ol■.u卜千olせ■■,ユ

司せ 項鋼 社針(オ月■71)書 嘔71三 ■ユ,せ嘔 讐号鋼 ■企嘔詈 スト。1011,■ユ■ オ

■。1せけ司 敷嘔 モ斗鋼 ストコ斗Oll月 七 せ寺Alプ1パ ■■七 書子(理■)Oll=せ キ

蛾モ 号暑鋼 モ斗フト嘲子署斗二月 考乙ヨOlパ ユ 蚊七 択♀ 。卜望4.到暑 詈Olストそ

ア1011餓七 甘J鋼 嘲召 鋼召 書子暑 子号■モ 子 71せ 冽■せ 立杢与 暑せ■■ 4
d舎 暑咀■ユニ月二 州三書 対社ユニ せJ(口1せ)■ア1翻せ 里理。1■ ユ 書子暑 エ

■■ヒ (■子Oll=■七)劉冽,そ 4電子望斗(■ 剌■)q嘲せ到 朝■与 項。l■。ユ項

♀ ■ユ ■召。l■ 早ユ鋼 朝■ユ三七 子寺せ キ 叡七 月召All刻暑 工■■ せ」せ川

斗 嘔召■川 せ嘔
=哄

ユ 銀暑 All刻 。1■ .

子増斗 。l社鋼 ストコOll ttOl月 七 ユ司せ 項詈会 社暑召咀 ■嘔モ斗 今Ollバ 刻告ヨ

Ol鉄■.ユ司■ 子督斗q4可 斗 舌列 せ■■暑 ストコ。1子鋼 せ嘲斗(常態化)■ 舌4
せ 企せ斗斗 ユ■司斗(召 刻 。卜。l暑 ■ユ を アl書■)モ モ斗冽舎鋼 ストコ召アlせ。lヨ
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ユ 。卜。1詈。1■ ■■詈せユニ せせ■■ 劉冽暑 号仝劉4■。ユ d斗 ■エアト号詈■
七 署斗斗 フト■Ollバ 子Olパ ≧ 暑斗鋼 号州Oll村 電召■奇Ollせ嘔毬 ■・」モ斗暑 子

舌尋≧ 州冽4剌 71号¶せ督鋼 嘲せ。l理立JOll鋼司 せ詈Old■.ユ 理■Oll=■

ユ 」せヨO14択 。l仝嘔杢J暑 号対三 ■七 せ斗■月二 嘲エヨモ 嘲暑斗Ol■.刻

■オ,子増斗早Oll o1014■ ■斗斗 舌列 電■ ■ 杢日1ストコ鋼 偲瑠♀ 。l司 せ 。卜。1

詈。l■ ■嘔詈
=■

■鋼 仝り1朝せユ三 嘔召■al,■ 嘔召嘔 嘲著褪せOll月 ■手子杢

著姻せ鋼 入1企瑠ュニ ♀パヨOl,7H■ 乙オ三 仝口1鋼 嘲せユニ ユ七 せ干。l,■斗 嘔
司鋼 電冽暑 唱Ol村 刻子■冽 ■■.冽ア1バ 七 嘲子 嘲社Oll杢子(小衆)。1■ 甚子(分

衆)。1薔鋼ヨOlパ ユ,コ 嘔召。lバ 錯ユ 7n■書 ■■■暑 項 4利71せ手斗ヨOl杢口
1

鋼 嘲せ。1■■.

ユ司ユ 社・ ll杢刻■ 乙スト4斗≧ ユ司■ 刻■乙オニ せ手斗■ 朝子岳斗鋼 嘲早甚
書 せ号斗 嘔暑鋼 電仝u詈 o;子♀■ユ 銀■暑 択

=刻
八1■ュ 銀■。■ユ三 望暑。

1

。l司 せ 杢ヨ1ストコ三 社尋せ 択。1を期4ユ三二 71を 嘔電せ 80嘔朝フト■■.ユ 鋼口
1

三 せ号Oll ttOltt IMF鋼 ア1(1997嘔鋼 を剌翻フ1・ll嘲 ■ ■号Ollバ q暑■)。l手q7H
■Oll ttOl月 ■刻偲せ斗 ■列 ヨ暑 項 を。1嘔暑せ斗Oll嘲 せ「月今舌」Oll嘲 ■ 嘔せ
。1パ 尋戴嘔 項書 子号■■.■号Oll劉 三 仝口1ストコ71■ 咽■銀

=書
Alスト■ユ 叙■。

ユ 鋼口l三月,804朝鋼 電暑斗 せ。lせ号Oll村 二 号司 IMF鋼 ア1号号Oll叫暑 手早
■
=朝

沼ユ三■,せ斗三 嘲エヨ暑 ]仝嘔
=Alを

ユニ ■暑 せ晉斗 毬 暑斗Oll,嘲子
署羽 暑4暑 召

=■
モ 項♀ 暑召社せ 項。l斗ユ せせ キ■Oll叡■.

ユ司Ll,qァ1村 モ利讐 モ4工電鋼 召4■鋼 モ利/1。卜uせ号ollAl嘲 子モ斗■ユ

暑司モ せ薔斗 ユ択書 仝口1■讐 スト舌詈斗鋼 せ刻。1■.号,子■■ 択書 嘲子モ斗■
■ 7H唱 J ol司 716卜J■ ■ュOll月 二 斗■Oll凋 三 せ番Alヲ 1パ 畏■与 暑せ■■ 4ア1

パd鋼 工電Oll朝せ 立子暑 嗜番人lプレ19司 ,■仝嘔詈。l社ヨせ 項。1,電刻 嘔呵
是 嘔暑せ斗 All川 ■≧ ストd。1■。。1♀≧,ユ 今Oll d詈 せ。卜銀七 せ電■企嘔。1■列
子号■■ 岳斗鋼 アlせ斗に斗刻詈 癸。卜理 十 蚊■ユ 相今書 ■ア1嘲モ。l嗜 .

。1司 せ せ召Oll劉 暑召鋼 嘲A.■ユ三 割せ 項。1ユ瑠 7。1■.。l項♀ 電刻 嘔暑鋼 呵
子褪斗 alユ祖詈 スト。;Oll村 71を 嘔ア1餓ュ,■号Oll村 王 子ス

l●ll嘔 q番せ。lヨ Ol蚊

七 。日 斗 。卜。l(矢澤あぃ)州 鋼 せ斗嘔 「Paradise Kiss到 司■01▲ ヲ1▲」(理をパ
『Zipper』 10週立 )三早日 せ引■ 択。l■.せ,■ 望斗斗 ■列 。l社鋼 嘲子モ斗鋼 ■
L1710卜嘔,7H■ 三 せ手斗せ 電刻 せ斗 翻冽暑,ア1そ鋼 電子を鋼 71哺 詈三 暑召■
七 項♀ Ol瑠 ■.ユJユ ,■せ471。卜望 企口14彎 Ollせ手鋼 4月鋼 せ■

=嘔
dキ

蚊嗜七 択Ol企口lスト斗鋼 号偲。1■.ユ司ユ せ斗q 号対嘔 。1を 号4■暑嘲三 。
1

今手。1工電■≧ All冽鋼 号■書 斗叶■二尋 Al二司ユユ 型嗜.ユ司ア1翻司,qァlバ

ア1三 口l。トュ(木戸美矢子 。1乙立オ朝■・WL今■早 3■嘔)三 号4鋼 せ電。
1・l♀ロト。l

電子裡Oll仝舎せ ストせユ三月,ol今晉
=子

。卜■モ 嘔暑 子ユ」詈書 ■せユ三 せ 嘔
日早 二人卜せ 手 ュ 君斗Oll嘲 司劉 せ号斗 q暑鋼 ア1三 口1。トユ斗 を♀ ■。1嘲鋼 4
子詈Oll川 君三暑 qョ■ュ,ユ 4斗暑 ■■ ■ 嘲

=。
l■.電朝 人卜をァ1暑 せ。トォ讐
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ストせ詈書 立子■讐 All冽鋼 号■
=。

1司■アl口}せ■。

「せ斗Oll鋼 せ 正電q冽■せ 尋電 子 ■■モ 咀詈
=劉

71パ q Al召 ユニ ユ嘔

キ 銀■暑 択。l■.号 仝司三 嘲七 嘲スト三月鋼 せ,企■三 嘲パ 錯七 ロト
=,モ

Ollユ

。l■ 二舎鋼 Allフトパ。l■。Ol詈 狽書 子Al到 ■■理 キ 銀モ 択。lせ斗鋼 剌i口l(醍

醐味)■ユ せ キ 銀
=項

。l■。(ユ■ 7-③④ 者乙)

刻司司詈鋼
=旦

哄 暑を書 肴肴 。1せ召ユニ ■暑ヨOl銀七 せ毛,川口l餓
=■

三

二 71電 増月刻 ユ司月 以■.デ171署 4 pl司 鋼 杢J斗 号召。14書 せせq杢■.

子 スト舌書 ul司 升計鋼 州そ二 督ユ 銀讐 損二 せ祖司 ■三月せ,子司 〈■督■〉■七

工嘔朝 Ol舎司■
=里

.ユJユ 対社鋼 川号ユニ ロl嘲暑 7H■ ■司 ■暑 71司 日.

。l千 スト著
=子

■q■471ユJJ■七 (号471 ttOl嘲 司ユ ■七)州刻鋼 号■

書 ■■嘲暑 択。1ユ」詈鋼 ヨOl▲ 子■鋼 十.■ 人卜■♀ 狽,■暑 せ スト舌♀ ■■,

ユ司ユ を♀ J対咀鋼 項
=号

6114月七 魁♀ 叡■。対社。171を を Ol=J七 択,

ロト書Oll暑■ユ 褪4■讐 択■Oll署到 社月パ 錯■■.

川■(対アl■
=)♀

号到 4月七 択(アl立)J召 ■ユニ村 正電■■.

■
=ユ

ニ ユ望 8-①②③Oll月 七 千嘔子咀 召♀・ lJ仝J鋼 嘲嘔鋼 を■(■。1パ 錯

モ All刻 )。1書到 者電 長。lユq月 (詈■,L冽月)♀■.到暑 詈嘔 4フl瑶 ■■七 を

■鋼
=矢 =。

1斗司■月 を召毬 モ対 今到 呵書■ ♀■。(③-2)ユ を仝三早司 二嗜

月 ■■ユ 型パせ 哄Olせ キ 叡■ユ 4鋼■モ を嘔到Al七 せ嘲 杢」鋼 七子4せ l゙

ユ司4■.(③-4)せ嘲■■ 釜。1蚊七 千嘔号鋼 Al社到 鋼せ 里スト七 /O■■ 9ストエAl

暑 Ll■■■.(③-4)

二せ,そ嘔 ④⑤⑥鋼 召川 電司月 蛾七 可召♀ 州 人卜せ鋼 早召ユ ユ子企司♀ ロト

=書
■■■■.舎。l早 Ol月 七 斗咀詈■企到 呵立三七 ユ舎♀ 千電子。l千 スト著q

スト。1011バ L冽モ そ川鋼 鋼嘲二
=書

Alスト■■.(⑥-1)ユ択斗 嘲口1ヨ Ol■
=を

■●
ll

月七,Al1 7H鋼 詈■企暑 ユ七 Al社鋼 釜。1三 ■4鋼 早川暑 二人卜■■。(⑥-2,3)

OIL項。l■ 舎を召咀 咆斗三 〇l嘲 夭■川 口}=鋼 二せ 嘔斗鋼 ユスト暑 71号刻 せ

■。電嘲鋼 。卜。l詈♀ 。l暑
=¶

剌せ を4ユニ 。1ヒ雙。101パ 司音 ■二鋼 二人卜暑

号今■月 901咀■.ユ択♀ 対社詈鋼 嘲嘔°ll子
=■

早咀7171暑社司 そ刈■ユ 蚊

■七 択書 斗彎■フl嘲モ。l■ユ せ 十 餓書 択。l■ .

嘲召咀 4アl工電ユニ劉鋼 ■瑚二♀ 僣司ユスト,日 召嘔 Xl‐ア1工電ユニ月鋼 を召晉Oll

嘲せ 口l劉 せ 召計,。1ズ 。lせ斗オ 子ユ■,尋司 q偲鋼 く4ァl子を>鋼 里理。1ヨ≧

。1♀。l■ .」

ユ望7① ② ③ ④ ⑤ ⑥

4.せ斗71ヤl■■到「
l列モ qせ斗 スロ 召 到■鋼 嘔斗

せア1鋼 ニユ71 ttAl■七 ロト斗 を°1せ斗七 得 4>,くユ望>,<嗅 >暑 千スト■ユニ月

ユ。lパ 錯七 州刻暑 ユ。l七 州冽三 正電■七 口l嘲 Ol。1■。王せ 冽ア1011七 ■4咀 ■
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今書 嘲エニ ■暑 スト子フl暑 祖手司劉 午子■ ■可■月せ 号■■ 瑚号到 鋼司Al叶
Oll正電せ キ 銀銀嘔 嘲召 鋼召咀 4ア1電偲鋼 斗■Olテ子■ 号♀せ キ 銀七 フli
工電ユニ月 社せ■Old■

.

寺,ストそア1■七 項♀,餓月 ア1舎せ 項斗 せ。1ユ 嘲4月鋼 。卜。1三月 電偲■Ol♀

4フ14社書 ヨ詈。卜■ユ,ユ ストコ71立子■≧ せストせ鋼 咀をけ 4斗 q4)ュニバ 4
ア14社書 刈子■■モ Alフ1(■ 剌偲 電■)。1嗜。■せ ユ 斗■Oll劉 暑4ユ嘲三,■暑

十子工 。卜」 号4▲▲三鋼 そ瑚暑 社瑚三■ 4ア1可 偲。lモ利オ ヨフl Al■■ 項♀

署朝4七 人卜斗鋼 Al▲瑠斗 ■列。l■.そ嘲。l社qストコ Al企瑠Oll月 七 ユ
=,口

1■ ■

司d電 嘲三 〇l対■ ■,そd,d暑号 t101せ 嘲早司 オ4今■Oll叫■ 4ア1詈 Ol暉

川 ユ 詈Oll貴手与7171斗剌銀■。冽ア1月 七 4ア1鋼 嘲召■子詈 斗4司 ■■咀 項。
l

口1(非 )。l■ ■ユ,■司d鋼月到 叫二七 択。l Al(是 )嘔 項。1■。 Ol司せ ストコOll劉 モ,

ストモアl七 赳司召ユニ 早■ヨOlパ 冽 ■■.署嘲Ol社鋼 電暑ストコ到劉 」咀ユニ劉 鋼

召。1可■暑 嘔可。110嘲 子せOll岳 。l♀ 91■ .

■■,署嘲斗讐 Al嘲七 尋対召嘔 4フl暑 費ユ司与 Al三書 咀を鋼 ♀電
=電

刻斗
A14■.ユ 4斗,ユ項

=月
月■司ユ ■モ 斗冽qストコAl杢■(■舎,q料 ,剌二)斗

スト。1011を号。l相冽,ユ子 朝早甚。1書♀ 暑■書 せ詈Ol戴■七 択書 望暑 詈嘲モ■

鋼 二子ユニ早司 。1司せ 十 叙書 択。l■。■月せ,ユ司せ を手鋼 斗■書 4ア14社鋼

針鋼 せ 早暑ユニ せ。卜詈望 十 餓銀嘔 スト舌詈。1鋼 口l音♀ OIL■二銀書4.召 Ol二
,

鋼早ユ今。l主子ユ今ユニ 詈敷嘔 副社。l社q嘔暑 ストコ暑 子■■ヒ 翻十■■,スト子
フ1暑 笹早ユ Jせ斗 上

=鋼
Llせ三 。l早Ol月 以ユ,裡■召ユニ 人卜そァl暑 せ。卜71ヒ

ア1コ暑 魁
=十

蛾銀■ 人卜舌♀ 杢十斗銀■ユ せせ 十喘Oll叡■。社手Oll ttOl村 三

鋼早ユ今鋼 嘔を斗 せ舎■■ユ刻三〇ll咀司 ストコ剌二せ鋼 乙4♀ 子獄月せ,ユ ア1号
。lせ羽■ア1鋼司月七 ユニ召剌■せ斗 杢せ判 ヨ暑せOll咀せ 。卜。l詈十日 利せ)■

≧ 二do1 71口1ヨ パ 錯ユ嘔 せ ヨ銀■。

寺,1950嘔嘲 。l手早■ スl■■ ■川qユ三月を♀ 嘔暑 嗜Oll ttOlせ ストせ詈Oll川

モ 呵ストせ 月
=ユ

ニ 」せ鋼 讐召。1鋼 鋼 劉瑚Oll対ア14d=工■■与 アlコ 暑 千銀■.

王 仝せ斗暑 ■斗 そ社子ユニ早司 4♀三書 71フト■咽せ ア1せ。1ヨ 銀■.ユJユ,電

暑鋼 仝せ斗 刻1劉 嘲斗 ■列 ユ■電斗/14可ヨユ,子劉嘲鋼 ■十■Ol1 20州 書♀

22Al14月 Ol暑ユニ州 引舌毬 嘲71月 鋼 Alを。l子Ol獄■.刻■71,ユ スト舌詈。lストコ
Oll叫♀ 80嘔嘲鋼 電暑ストコOllむ ,子督斗鋼 せ刻三早日 ■■斗鋼 せ川Oll ol三 司,■
」を鋼 ■オ。レト。卜J■ 717n咀鋼 刻■斗 号司書 正電せ ■71/1ストコAl▲咽立三 せ
。卜詈Olパ 川 ■■.冽フ1バ 暑 杢争鋼 社■■ ストせ詈斗 ユ ストせ書 叫三≧ 嘲キ鋼 スト舌
詈。l斗与 子讐。l号Jヨ Ol,ユ早714ア14社鋼 咀]書 暑咀。1を■■アl翻 せ 理キ
乙d書 コ号■暑 択。171号■刻 ヨ銀■.せ,Ol■44■ 理キ乙401パ ,子暑乙401
。卜J■。01♀七 4♀三鋼44フ14型 Oll叫署 対ア;■■

=翻
せ ストコ剌二鋼 71毛書

川舎司 戴フl嘲モ。l■.■■ ■■■刻 せ■■,ユ 理■■
=44せ

キ 鉄銀■■ユ

■モ 項。1■サ4■■.ユ 嘲エアト■ユエ今。l■ .
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十子L14ア l鋼 嘔J=4ア14社。14■せ 十 蚊七 子暑尋 乙d♀ ストコ召 社調鋼

4ア14■斗 4フl到 嘔
=嘲

川斗せ 4ア1可 ■
=/1号

■冽 ■■ ストコ刈三q子号。l■ .

ユ戻Oll口1司 嘔暑鋼 ■ユ・
WL今♀ 魁■鋼 子

=q号
司斗 仝今召せOll嘲 ■ ■今鋼召斗

舎子■
=■

■せヒ 項
=号

召ユ三 ■ヒ 星号JWL今斗 企十q咀J二暑 讐■■≧ 子・

ュ子i7L今ユ三月 期二斗ヨ銀■.冽■71社手鋼 川ヨユニ せ舎せ u卜斗 を。l,嗜対(雨

者)七 利二召ユニ 嘔今せ 項ユニ ヨユ,ユ ♀号■♀,ユ 川二鋼 刻せ書 書■/1七 択

書 ■十斗朝 ユを■■。

ユ司■,ユ ユ今嘲
=書

子偲せ パ劉鋼 子乙■ ユ項書 嘲刻斗Alヲ1讐 ヱキせ嗜Oll

蚊Ol村 与.アl暑召ユ三 社■ 4011手 刻三 暑斗■ 利二 嘔Oll月 社刻宅 択
=冽

舎搬

■.ユ 4斗,謝嘲■ 子号ヱ今ニ エ■■ユ,18Al14月 鋼 ■」WLヱ今♀ コ電召せ 咀を鋼

剌祖せ鋼 瑚二三村 アl号司 鍛■。二七 瑚今 ア1号 Alア 1司 ユ せパニ ユニパせ,仝キ4
暑 翻せ ユ手」WLttOll■キ斗71♀督せ 州嘲暑 貴。l司バ,朝■ニ アl号鋼 社■

=ヨ
司

。卜戴書Oll二 暑子■ユ,ユ L司
=■

月錯餓
==早

■■月 錯
=キ

鉄■.ユ 4斗71

`社鋼 ユ。lパ 錯ヒ 舎'=朝社■讐 電対月暑 ア1そユニせ “斗フlJ(子詈川 4子)"升与

ユ。lパ 錯モ 剌二 暑 スト。1011岳 鋼三■月 錯♀ 剌王 子二斗 ア1号鋼 71■ 。1■ .

■月せ,鋼二■月 普七 刻毬書,qAl鋼二■パ 錯
=キ

鉄讐 ■嗜せ 早肴
==キ

せせ■.■ユ七,電■鋼 Alを斗 子を 今到 。卜号■」。14七 斗理書 せ。lユ,を利召ユ

ニ 咀を書 Oll鋼 せ 社刻召嘔 アl号書 電刻斗■月 錯
=キ

叡刻 ■■。ユ司■,ユ項♀

立司司 ■理到 喘Ol1 4ア l鋼 州冽暑 癸。卜J司ユ ■七 八日 詈
=刻

」社(?)■川 ヨ銀

ユ,暑■鋼 電刻召咀 フ1号咀 月召二十暑 フ1号早社Oll晋。卜専刻 ■■.

ユ司ユ,Ol司 ■ ■ヱ 暑嘲斗 アl号4■(71号早社?)到 嘲
=(呵

せユ■?)■七項斗 せ

。1,■仝咀詈鋼 対フ1■ ■■ ■■■
=せ

,卜詈咀 択。1せ斗三 嘲エヨ七 嘲子岳斗斗

手■■ 口lJ Ol嘔 択。l■。寺,ストそア1暑 せ。卜71七 スト警詈Ol1 4ア1電電書 鋼■ 子暑乙

401毬 択♀,鋼召嘔 ■ユ■■到 嘲せ 嘲召嘔 口l JOl■■■讐 項。lヨ 項。1■.川

■71■■ 子■せ 択♀ ユ択。l号増斗斗 ■■斗■≧ ストコ鋼 Jせバ企咽鋼 社モOll

嘲
=■

ユ,冽嘲せ 型せ斗 ♀暑八1▲瑠暑 714ストをバ企瑠鋼 ■9(バニ)バ企瑠ユニ月

剌二斗毬 択。1■.ユ 4斗,4ア1電 偲鋼 斗■
=仝

口1斗召斗 嘔利斗■モ 項ユニ ■■.

ユ項♀ 電哄,4♀▲咽川 ユ。1七 4アl可偲鋼 斗■Ol,d♀ 子O14■■暑 企口1■

■ 項ユ三 ■Oll工電せ キ 鉄■ユ ヨOl,州三書 要望斗Oll嘲せ 川ア1暑 そ口1■≧

項ユニ 。1014■。スト4,7R偲 斗暑 ヨ魁召 企口1■■七 里舎。1二月到 ユq月■七 択

書 早■せ 十 鉄■.■■,仝口1ストコ到 を利≧ ヨ嘔召 せモ到 杢口lせユ三七 せ子■パ

錯■.社■鋼 ■■Ol』く士ヌキ鋼 琴。1。卜J斗 どヒロ1ヌキ今朝 せアl川 ■ 項。l仝口lストコ鋼

■署 ■■鋼 号■。l■。7H■ 斗鋼 /。l剌七 杢口l対日 立子暑 署司月 ■せ4011朝 ■ 7。■

刑三 ヨユ ■■Ol■ Alを到 ■瑚三書 を手書 瑚号せ キ 銀≧ Al▲瑠。1主子ヨOl,

80■ 嘲鋼 q暑到 子早■01ユ 子号音 71号■刻 ■■.

01司 せ ストコ斗■Oll d可

=せ
■■七 項。l企Ч召工 600せ早升七 電せ。l■。■■,

仝嘔召三オ Ol■ 4月■ ■■
=嘲

せユニ ■モ 脅パ■暑 択。l Alスト■ヒ 項斗 を°
1
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(al■ Ol社嘲せ 項
=舎

■■月せ),せフ1鋼 ストコ斗■Oll者714011Jオ朝 モ斗(dJ)
フト早考戴嘔 損二 王 早■彗 十 叡■.ユ覆。190嘔 嘲Oll ttOl月 電料召ユ三七 ■オ

電鋼 暑斗暑 ♀パ■引 二 4■召Oll■ 対電鋼 詈書 司利Alヲlユ,■斗鋼 朝日1三 千
old q彗舎 冽早■ュ,AH三書 4ア1可■Oll d=dO171■ ■七いl今せ 十計Oll獣暑)

al偲 彎Oll立子Oll=■ 肴晉。l AH暑冽 杢日1嘲せ。1■■.ロトJせ■4嘔 ,刻 2鋼 偲(■

早。卜三)Ollヨ 召■ ■■■斗 子嘔斗せ 咀を立二月71。卜J■,OIJ4パ■ al劉 。1斗讐

項Oll子朝ヨ嘔バ 4フ14■斗 4フ1■ 嘔鋼 刻ア1暑 嘲刻斗Al d(Al型 十喘Oll叡暑)理
立二401。1利。卜そロレト■ せ冽Oll ttOl数■ユ ■4■■.

01項 q嘔パ 「■4■奇暑 嘲正三 人卜そァ1社手三 二千71電 ■■パせ,号■鋼 刻号
書 フト4スト舌詈喘Oll工電(魁 Ol斗)せ キ 鉄銀嘔 嘲召鋼召せ 4アl電 偲q斗■書,7H■

■■ユニ ■七 嘲入1パ 斗 ■列 ■子■ 子+71号せ アli工電ユ三州 祖司d■」ユ 各

胡ぞ。1■。ユ司ユ,Olテ子■,■モ 詈 今Oll,パ 詈 qスト斗 暑斗Oll沼 刑暑 JOlせ嘔
鋼 Ol嘔 。l詈斗 召♀。1詈。l工■ヨ司 ■ユ 以叫.

5。 号
=モ

斗子号到 嘲■ 斗刻暑 子■ユ

詈暑 脅J(01嘔 )鋼 呵ストエ斗劉 署利フト川Al■長 号子鋼 州川鋼 偲咽
=せ

。1■川
子を■モ 択書 せ/1パ 錯ユ嘔 せ 毬月二 里暑■。ユ司■ 里子(冒頭)Oll月 パ召■ ロト
斗 を。1子。卜Al。卜三バ鋼 ア1子岳斗暑 子♀■讐 せ号斗 電暑。l■七 千 7H鋼 月q。

1

Alを鋼 オ暑 十せ尋■月二 ■列 号増斗三早日 ■■斗三鋼 4書 冽今■al dol■/1

ユ 餓嗜モ 損二 早■せ 十 叡ヒ ストd。1■.ユ 鋼口l三月 号♀■■ ■ユ 銀暑 択♀

朝子署斗 ヌキ剌/1。卜Ll■ 0卜 01詈。l■ 4♀。l詈。1冽 フ1バ (尋キOll)ヌキ社書 電■■ユ エ
電せ■(■月 摯ユ嘔 せ ヨ≧,)ストコ召 暑斗4アlせ 脅。1斗ユ 姻今■■.

ュ司■ 人トコ召 ァ1せ書 子♀■七 項斗 号号ユ三 州三書 暑斗暑 子号■≧ 項 スト。l

鋼 対。l王■ ユ叫ユ 斗嘔司 早パ 錯ユ嘔 せ ■■.ユ項♀ 子♀■ユ 銀■ユ J4ヨ
Ol月 七 せ斗Oll ttOl月 二 月召せ キ 銀■.ユ瑠 8-1詈 ■4。 。‖ 斗 。卜。l列鋼 二

■■q咀フ1せ斗 「■■」(NANA)鋼 ■ 毅斗 ユ項鋼 ■号Ol嘔 q咀 Lll,■÷Oll ttAl

■美。1讐4鋼 嘔Ol正電♀ せ。1■■.

■月

「■月せ,dOll冽 せア1七 覆せ。1■q嘔 J♀ 。卜■!」

(で も,レ ンに抱かれることだけがあたしの人生じゃねえんだ!)

せ号Ol

「嘔q鋼 望t101呵 「ち十バ11,4コ牛理}列 以t]項 理lol Ll鋼 咀翻〈≧。卜しキ!」

(で も,レ ンとぃっしょにぃることだけがあたしの人生じゃねえんだ!」

ニ ユ望8-2讐 ■■。1呵■鋼 ォ告書
=冽

dを■Ollせ号Olせ Ollバ ヒ 企善パフト
嗅暑Ql埜呵封ユ 銀讐 仝刻。1■ .
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嘲子暑斗斗ユ 子dヨヒ 暑。卜,ユ子Oll月 二 尋司 せ斗モ ユ 正電可 子利偲 嘲モ到

今手書
=ヒ

ア;せ。1ヨ七 八トコ詈 子■■七 モ斗Oll q司 子■■七 ■三71釜■.ユ

嘲モOllユ択鋼 嘔q♀ 嘔O17171月 ユ 銀≧ 鋼口1鋼 嗜鋼斗 ユ 鋼口lq■ 71鋼 対Ol,

01弓川 。1子4ユニ 岳斗到 鋼司 千■ヨ七 〇l責サ
=キ

せ■■。号司 手4鋼 Ol夭サ

会 計晉鋼 フト月 対利Oll口1電 /1号■Ol銀■.せアl鋼 到モ ユ 社可。l■ユ せ 午 蚊

モ曇項。
lτキ.al偲 鋼 嘔Ol三月 せ(破)司 4■召圧l電。1。トヌキ

'キ

。卜。l列 Zキ帯争鋼 選手■。
l

フ1嘲モ。l■ .

ュ司L101項♀ せ望をOll ttOl月 鋼 号子モ斗 子号鋼 Ol司♀ 召
=刈

Al■七 択♀
。卜J■。子子モ斗 子号01■≧ 項♀ 嗜号鋼 モ斗71=嘔■刻 ヨ七 項。l。卜■■.劉三

嗜暑 択鋼 せ嗜Oll鋼司劉。卜せユ,OIL彎嘔71せ 告qモ斗せュニモ 。1暑 キ 叡モ

州三♀ モ斗鋼 を乙7171号■川 ■■.村三鋼 オ。l暑 咀■■ユ 咽71■ユニ月 号号

モ斗鋼 子号。l Al■■■e Ol呵 せ 今手書 ■署 モ斗三 嘔q■■七 計督♀ ュ 計晉到

Al三♀ 71月暑 早71■讐 択。レ1二 ■■。

■今。l,避 可 せ 歌鋼 毬Ol工電。l■三■ユ ■J■二 肴晉 社利鋼 モ叫ユニ早ヨ

せせせ 嘲,せ鋼 オ。1≧ 4■4ユニ 号企■■。Ol脅手Oll ttOlバ  「せア1■」■モ せ

斗「■列 蛾嗜」■七 せ。l Alスト■七 All冽 鋼 汁。1七 ユ せせ詈 ユパ■ 勢■.立司司,

電暑鋼 壽4詈。1ユ瑶 8-1鋼 を■Oll ttOl月 「せア1■」■モ せOll■■ 号4/1せせ

■七 を■斗 。
1口1パ七 「を。1蛾七」斗モ せ到 嘔司 ■号鋼 号471付を■モ 州刻Oll

フト省■ユ ■4■■.。l「せア1■」■モ せ。171司 ヲ1七 嘲
=書

サ」鋼 ■4■川71。ト

J■ せ嘲Oll鋼 そ■≧ 針鋼 嘲二暑 モ刻Al■七 項。レ1嘲暑。l■ .

バ三 ■暑 モ斗 スト。l鋼 対。l召 Oll嘲せ 。1司与 ユ オ。1/1■■Ll■ を■ひトコ召

モ■)今 Oll月 ■叶■ユニ月 十六卜■Ol嗜 子■■901司暑 翻■ 型ロト■71ヨア1二 せ

■.。l項書 パスト■七 択ユニ月,♀ロト。l鋼 電子社鋼 ■■A斗 を9■■9せ号嘔 ■

翻B鋼 コ斗詈 仝刻■ユ 型■。。l項♀ 「Paradise Kiss」 斗 「NANA」 鋼 工電嘲
=到

嘲司劉 暑 二人卜電子鋼 せ召Oll月 村二せ,電せ讐号■ ■■詈到 鋼せ 二鋼 ア1尋 611月

社■■ 項61■ .(早 71対三 1者乙)

A:「NANA」 「Paradise Kiss」 Ollモ q4。卜。レト,刻嘲■71口1朝■ 晋
=鋼

司 子。}

■≧ 甘対斗 司Ol月 4ユ せ司司嘔 を■。l銀パ■.パ詈外パ鋼 q4暑 鋼せ せ斗

七 千。卜■七 スト舌斗 可■■冽 ヨ七 択。l号召。1銀,キユJ4,。 l嘔 朝スト暑 鉄銀■

ユ ■4■七司■。Ol■刻 褪肴司■?

B:「 NANA」 子到 ■♀ 「■ユ 昼書 択書 翻司 せ対斗 司Old■」■■ 人トュ■4♀ ,

。l社早司 銀嘔 ストユせ料。1パ■.ユ択♀ 電三 州三書 翻4♀ 。}■lユ,■号鋼 q4
ola嘔暑q対 ol社 ol司 せ ■4書 71パ ユ 裡可司鍛■ スト著♀ 叙銀■ユ 褪4司■.

「NANA」鋼 州川オ ユ嘔 択♀,冽♀ せ斗オ 電d到 フト4鋼獄■モ 択。l■.ユ択讐

。l斗ユ J肴司■.

A:■ 4『NANA』 鋼 劉冽≧ 魁暑咀鋼 ■Oll川 銀Ol月 二,。卜子 電裡4咀 All冽 ■ユ 褪
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今司■.ユ司ユ B列 /1 せ■ユ 以七 項♀, ユ項書 Ol」刻 ユ嘔 せ号Oll村 二

『NANA』 与 「J電」Oll L電 キ 蚊≧ 召。l蚊■■ 項翻■?

B:=.

せ魁讐号鋼 召♀。l詈♀,せ斗■暑 口1■ Ol暑 暑司バ 44鋼 暑斗Oll半司暑 嘲J嘔
村三,十六卜せ「J電 (Real)」 ■Ollを4舎 子♀司71ユ 叙■ユ せせ 十 銀

=項
。l■.詈

暑,讐ヌキ71社司 号嘔さキ冽 宅Eキ暑 項〈≧。卜Llじキ.到運妻運曇Ol,115千咀てキ翻Bq理彗嘔。
ll

銀美。l,Ol■ 01「■ユ型♀ 択書 翻司 甘電斗 司Ol月 ■J升七 電4♀,せ号斗 望暑 せ

■Oll鍬■ユ 司三,讐号斗二,ユ司せ 社
=社

■■讐 q偲♀ ■十斗/1。卜J鍼斗。せ,

電暑朝月七 804嘲 Oll月 書書 q偲 。1望
=社

■■七 択。171号■刻 ヨOl,電川モ 4
暑01Ll今 0卜暑 鋼司 嘔書 ユせモ qだ 。l企十斗/1ヨ ヨユ ■ユ 銀■.ユ択♀,■Ч

せせ叡。14ア14社鋼 せ。卜/1tt Hol嗜 書 暑嘔。1社■■ユ 暑嘔。l到°J=月。卜■讐
ストコOll 嘔暑。1 嘔斗戴■讐 択書 鋼口1せ■.。l司 せ 電d=朝 召ユニ 「NANA」
「Paradise Kiss」 フトユ■月ュ 銀■.■■,せ号Oll召 ♀,叶 パ詈,q報。l■■斗 嘲

号■川 魁
=社

■■モ 択。lフト号せ ストコ三 嘔斗■七 71tttll蚊■.Ol■■Oll ttOl月
,

4暑 手三 川今 嘔せJユ ■■,4電子早暑 。1せユ三 ■七 鋼劉嘲 ■ を嘲71ヨ 暑

サ偲鋼 曾司
=Zキ

≦と■パ 錯≦≧嘔 せ■■。01口1仝キ■710卜■l刻 毬 q暑鋼 q偲斗
。1川早ヨ ■+斗暑 ■■■司ユ ■暑 せ号鋼 q■■ユ■ 「■ユ型♀ 択

=鋼
司 ■■

斗 到Olパ 嗜」■ュ ■≧ 社望q早川Oll対。lオ 銀■モ 択♀ オ嘔せ 項。l寺ユ せせ

銀書 ズ。l■.ロト千Olせ■Xl‐■,。l口1蚊暑 電社斗 。l利早ヨ 暑4■冽 相ア1モ 電毬。
1

斗≧ 早 7H鋼 電d01骨。lヒ 項到 嘔司,電暑斗 せ号 せオ鋼 q■■。l,Olせ斗暑

早せ 司電司司暑 子♀戴■ユ せせ キ 銀■.

■せ,d♀ q偲 。l■■到 召冽暑 増Olバ 司電■
=子

♀■七 項♀,qユニ,44
鋼 ■■今Oll銀七 ア1そモ斗 対。171,q祖司 せ立。l司qЧ。1ヨ七 項

=■
せ 十 叡

嗜七 項書 鋼口1■■.ユ項書 は■■七 項。lユ■ 8-2鋼 ■号告Oll銀■ 三三。l■ .

■早Oll叫三七 アl■ 01■ ストコ召口1せ
=■

■ノ1鋼司 可■七,電斗■ 口l■■電せ鋼
ュ斗入l斗 子讐鋼 アl舎召月J Oll翻 せ項。1斗ユ 相4■■.Ol司 ■ 月パ暑,■手q裡

=舎せ■刻 ■≧ 讐。l。卜望71‐ .「赳舎」咀月,「▲善月」暑 スト
=■

岳,ア1剌暑 ■子■≧ 寺
。171d■ 召■ ■冽鋼 月スト■七 長ユニモ,オ。171蚊■ユ ■4書 異■アl嘲モ。1■ .

■司司,「嘔舎」。lせアlヒ スト音鋼 せ讐■
=せ

■ユニ ■司ユ ■■,■暑 択詈 スト。1

011項ユニ,ユ 鋼口171 ttOlパ 冽 ■■.尋 嘔劉せ ア1瑚 71,■司司 Al利■司ユ ■与 劉
川暑 7。l乙■讐 4斗暑 せ詈冽 ヨ七 項書 封ストせ 到71。卜望4.
ユ 鋼口1三 ,01司暑 フト三叶■ 対。lヒ,=d召。1■ユ ■4ヨ Olパ ユ 蚊暑 モ斗 寺Oll

劉 せ」■ /1号■Ol釜■.鋼 朝月 月舎せ 号増斗三早司 ■■斗三鋼 。l可 今三七 せ
号斗 嘔暑 讐告Oll ttOl劉 劉嘲を オ。l鋼 せ祖

=Jせ
十 叡■.ユ 4斗 霊月71モ

ストコ鋼 暑斗71三 J今日嘔 択。l ol口1企▲二鋼 All三書 モ斗71ヨ Ol銀豊 71号偲。
l

釜嗜。せOll善 ■号■■B鋼 せ嘔♀,電暑■褪Oll≧ J電。14せ,■■鋼 せ偲。l Ll鋼
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劉朝フトユ 司魁J司暑 号♀■ア14月七,Alを。1理■■■.ストd,。1嘲
==せ

号子。ト

Al。卜嘔暑■■コ鋼 社三月督到村 せ工戴書 嘲鋼 せ
=書

,■斗 劉嘲到 叫■ ユ冽 嗜

普キ 餓■■ 択書 仝7H■■.

■■月,モ剌鋼 赳咀。l,■号斗 嘔暑鋼 オ。1710卜 J■ 4号 嘲 All嘲 を鋼 濤。
1011

銀嗜■ 択書 哄ユ嘔 せ ■■.ユ 社電。1雙バ パ召■ ■斗 せ。l ol口lユ 嗜せ子工

ストコ召 フlせ三 嘔理司 司強
=Oll二

暑子■ユ 川今 スト
=■

ユ 鍬≧ 嘲子暑斗■七 71唱

望 択。1■.。lせ
=ス

ト
=■

七 せ パ詈斗 口1嘲暑 せ。卜を せ嘔 等号鋼 Ol嘔。卜。l詈。
1

嗜 召♀。1詈 スト。1011バ 嘲Ol■ユ 蚊七 「子を嘲」暑 子号モ斗三 月二 咀■■ユ,村 三

今偲司71七 択書 署せせ 嘔。l。卜望4。

嗅せ呵 讐号鋼 Ol嘔。l詈。l■ 4♀。l詈。lサ列 ■ヒ 項豊 パ司■■ 人トコ剌二暑 パ

召司 早パ 錯ユ嘔 せ ■■.ユ 嘲工召咀 択。l電 q鋼 ♀早。l■.■ 召嘔 オ。l暑 アlそ

ユ三 社司 ■暑 ストコ詈 ■■■月 錯ユ嘔 せ ヨ七 八トコ71斗 ユ弓バ 錯♀ ストコ斗q

対。l七,ユ岳 暑°卜Ollバ 嗜」鋼 子子者フト斗714可 ヨユ 銀七 八トコOll ttOl州 せ子 J

冽■せ 択。l■■七 択書 早■せ キ 叡■.ユ択三 せ望を。l。卜J■ Ol祖斗七 ■暑

鋼■Oll月 鋼 せ号 嘲鋼 せ」を 対。lq暑嘲二月 せ。1■.■■斗鋼 d可♀ 祖子召咀

せ」鋼 対。l暑 せ銀。l号仝Alアlユ 71偲 。l■ 号嘲鋼 オ。l暑 ■71■■.ユ 4斗 ■オ

(性差)暑 フ1そユニ ■七 八トコ剌二せ鋼 オ。1七 〇lL脅咀71鋼 電Oll川 ■■瑠
=パ

J

川 せ キ 銀■■ 人卜d到 到司 到フ1封 奨せ 4斗暑 せJAl d■.ユ 嘲工召咀 択。
1

暑」詈鋼 月■Ol■.鋼 Oll月 バ舎司 ♀ ロト斗 を。l嘲子モ斗71嗜」鋼 偲召 電今q

州刻 三電斗 せ嘔ヨ°l鍛
=。

1を■■七 択斗 を。1,Ol司 せ せ望 嗜号を●llそ川■七

八トコ利三せ鋼 オ。l鋼 電嗜斗 鋼口1011嘲 せ 。l司≧ 号子モ斗 子号
=鋼

司 ヨ司月七

せ ヨ■ 斗利■ユ 』今■■.

ロトパ叶ユニ 。1司 せ せ望鋼 暑斗召 ストコ召 オ。l鋼 そ川暑 増°l月 せ斗,朝 Ll嘲 Ol

社,刻 °d,71立 号 「嘲子モ斗」三 子■■Ol♀ ■嗜せ 今晉詈。l子。卜Al。卜1=せ 。卜J

斗 ■■ 01d召咀 モ斗暑 71パ ユ 蛾■ユ 嘔電Olパヒ 嗜壽詈Oll川 ,ユ損二 せ号鋼 4
署。l望暑鋼 肴晉

=増
Ol月 七 司ヨ舎 フトパユ 社■ヨユ 銀■七 択

=パ
4■ユ 翌■.

讐舌鋼 暑斗■ 。l口l■ 咽■七 せ冽●ll蛾■ユ せ量 キ 餓■.J今。l魁暑°ll ttOl劉

せ号鋼 今吾。l望qそせヨユ 魁暑鋼 担パ対斗 せ号鋼 せ斗オ71子号ユニ せ二七

今モ。1せ嘔 讐号鋼 子を看パOll川刻ヨユ 銀■七 損二 企刻司 子ユ d■ .

ユ司せ 鋼口1011月 子子暑斗 子号
=鋼

せ Al二七 。lUI Al今ヨユ 銀■ユ せ キ 餓
=

択。l■。

☆暑ユ暑 ■■■七司 鍬Ol劉 ,こ八レl号斗 ■J,二七 乙スト4斗qュ瑠■■Oll tt°l月 ,

♀ロト。1電子奄到 ▲今せ 。
lロトロレ1(今牧)4■嘔,ユ立子斗(大桑)4■■,ア1ニ ロ1°トヱ(木

戸美矢子)3■嘔鋼 All電 鋼 乙司
=魁

銀■七 択
=フ

1■嘔月 をスト鋼 鋼三 せ■.
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韓国における日本大衆文化の調査研究 (6)付加資料 1

付加資料 1

矢沢あい氏の漫画「Pttadise Kissパ ラダイス・キス」(日 本語版・祥伝社 韓国語版・鶴山社)「NANA
―ナナー」(日本語版 0ノ jヽ学館 韓国語版・鶴山社)の表現内容をめぐり、本調査研究の観点から試み

た、日韓両国の学生による討議の記録

実施日   2002年 10月 10日

場所    ソウル市内のホテルの会議室

参加者   カンキョンヒ (慶熙大学校 2年)  馬居 優子 (静岡文化芸術大学3年)

ハンチーウン (慶熙大学校 2年)  木戸美矢子 (静岡大学 3年 )

イーヘーヨン (慶熙大学校 2年 )

木:こ れらの漫画は、日本では主に中高生に読まれています。でも、中学 1年生いとこの部屋で

『NANA』 を見つけたとき、ちょっと驚いた。「 こんなの中学生が読む漫画 ?」 という感じで。日

本人の私が驚いたくらいだから皆さんはどうですか ?

ハ:韓国でも、小学生から大学生・主婦にいたるまでが読者層。貸し本屋をしている私の母も読んで

いる。でも子どもに貸してもいいのか考えていた。

力:韓国の高校生はこれほどセックスに自由ではない。経験者もごく一部だけ。
ハ:逆に私はこれが本当に日本の高校生なのか知りたい。

優:(セ ックスに関して)女子高生全部がそうだというわけではない。でも、この世界はある意味どこ

かで「 リアル」な世界。だから売れているのだと思う。セックスもあるけど夢や将来も語ってい

る。大げさだけど、かけ離れてはいない。まヽ ヽは「 リアル」過ぎて、見るに耐えないところも

ある。

木:こ の世界は、主となっている読者の子ども達のこれから迎えるであろう世界。近い未来で、現実
ではない子も多い。そういう意味で、先の世界をのぞいてみたいという欲求からも読まれている
のかもしれない。

優:確かに、大学生 (登場人物と同世代)ぐ らいの子たちが読んで「 リアル」な世界なのかも。中学
生 くらいの子たちにとっては決して「 リアル」ではないね。

ハ:こ の漫画を読んで母と一緒に、こんな生活はどうなのかを考えてみてうらやましい世  界だと

おもった。でも、自由だし、いい世界かもしれないけど危なっかしい。したいことをすることだ

けがいいことじゃない。でも高校生が、自分が本当にしたいことを自分で探して努力している姿
はうらやましい。セックスに関しては月Jだ けど…。

イ:個人の考えで違うところもあるけど。

力:責任があるから…。

イ:日本は義務教育の後、自分で人生を決定しなければならない。韓国の親は高校まで行かせるのが

義務だと思っている。韓国は日本よりも統制が強い。日本人の学生は自由だと思う。
力:韓国の子たちはこのマンガを日本の漫画だと認識して読んでいる。この漫画は日本の漫画だと始

めからわかっているので、受け入れられるところもある。
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ハ:読後、夢 0性・受験についてかんがえてみた。韓国ではすべては大学に入ってから。夢を見つけ

るのも将来を見つけるのも大学に入ってからだし、大学は人生の看板。親からもとりあえず大学

に入って、将来何をするかを決めるのは大学に入ってからだといわれてきた。

優:日本の状況も同じようなもの。大学に行く子も本当に多いし。    「

ハ:で も日本では専門学校に行く子もかなり居る。私の親には専門学校なんて考えはない。

力:す ごくできの悪い子 (勉強のできない子)は専門学校などに行くこともいいかもしれないけど
`

韓国では勉強ができて、いい大学に入って、いい就職をするのが理想。

優:日本もかつてそうだったと思う。でも、いい大学に入ったからっていい就職先があるわけではな

い。たとえいい会社に入れたとしても、一流企業は次々と倒産していく。こんな経済の不安を受

けて考え方が変わってきたんじゃないかな。
‐
今までの少女漫画は一A_0男の子が好きで、その子と両思いになって幸せになって終わるのがほ

とんどだった。でも実際はそうじゃない。1年だったり、半年だったり次々に相手が変わってい

くのが現実でしょ。でも少女漫画でそれはありえなかった。「NANA」 ではそうではない。そこ

が「 リアル」だと思うんだけど ・̈。

力 0イ :[「そうそう」という感じでうなずく]

優:韓国ではリアルじゃない?

ハ:で もやっばりありえない世界。韓国は日本に30年遅れているつてかつて言われたけど本当にそ

う思う。マンガを読んだり留学をしてそう思った。考え方は日本にだいぶ遅れている。あと30

年後にこんな世界になるかもね。

優:た とえばどんなところがありえない ?

ハ:同棲するなんてありえない。両親が許さない。日本の友達は結婚に失敗しないようにまず同棲す

るようにお母さんに言われたそうだけど。でも私は同棲はしないけど、私が親になったらそうい

う風にいうつもり。干渉をしないつもり。

優:親の言うことは絶対 ?

ハ:「 フレンズ」を日本人や中国人の友達戸と見たとき、「何で韓国の親はこんなに干渉するの ?」 と

聞かれたけど、韓国人はそうは思わない。心配しているからそうする。当たり前なことだと思う。

イ:韓国の親が 干渉的なのは伝統のせいだと思う。

優:儒教 ?

イ:そ う。

力:日韓の大きな違いは儒教の存在が深く関係していると思う。(「NANA」 をみて)「いやらしい」

「はずかしい」と思う感情の根底は儒教。

優:で も、町中でカップルが触りあっているのはなぜ ?

力:2～3年前まではそうじゃなかった。最近の傾向。

イ:経済発展をして欧米化したのだと思う。外国に行く人も増えたし、キリスト教などの新しい考え

も入ってきているし

力:W『以降とも言われるけど私たちにはIMFに対する実感が薄い。親の収入が減って大変だったと

いうくらい。

ハ:IMF以降の学生は変わった。みんなの中にお金をもうけたいという考えが生まれた。

やりたい仕事というより、お金になる仕事がしたい。周りの男の子たちの夢はどのような仕事を
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したいかではなぐ、どのようにして「お金を稼ぐか」ということ。とても驚いたけど。

韓国の子は何でこの漫画を選んでいる?

ストーリーも重要だけど絵も大事。韓国の子は日本のファッションにあこがれる。この漫画のフ

ァッションはいかにも日本のファッションで、なりたいけどなれない世界。

芸能人にあこがれるようなもの。

ハ:で もやっばり漫画だと感じるところはたくさんある。すごくいい仲間が回りにたくさん居て、い

つも助けてくれるところなどは好きな部分。

力:みんな個性があってよい人ばかり。実際にはありえない世界かもしれない。でもこの漫画に描か

れている友情 (?)みたいなものを韓国人はとても大切にする。この漫画には韓国人の好きな

「情」の世界があると思う。

ハ:ヤ スは何でもしてくれる。こんな人は実際には居ないと思う。現実は、ここにいるイさんにもい

つ捨てられるのかわからないもの。

イ・ 力 : "・。 (苦笑)

49

優

ハ

木 : 『NANA』『Paradaise kiss』 には、女の子がキャラクターが将来や夢のために好きな男の子と別

れよう、なんて言ってしまうシーンがありますよね。今までの女の子向けの漫画は好きな子と幸

せになることが目的だったから、そんな台詞はなかったように思うんです。どう感じますか ?

でも、パラダイスキスのなかで、「 ご近所物語」の実果子は結局幸せな結婚と仕事の両方を手に入

れたということになってる。やっばり漫画だなと思う。実際には難しい。韓国でも日本でも仕事

で成功する女の人は結婚していない女の人だった。仕事と家庭の両方を成功させるのはむりだっ

た。

日本の女の子も好きな仕事をずっと続けたい、という気持ちと一緒に幸せな結婚がしたいという

考えは当然持っている。仕事も家庭も成功している芸能人、たとえばCHARAと かRikako O三浦

理沙子といったような素敵なだんなさんがいて、なおかっ仕事も成功させているモデルがあって

それが理想だったりするし¨0。 (みかこと同じくらいの年の)芸能人で人気のある人はたいてい

結婚して子どももいるんじゃないかな。

でも、韓国にいまそういうモデルになる人はいないと思う。韓国では「仕事」にも「家庭」にも

憧れがあるけれどそれがひとつの憧れになることはない。一方・一方であこがれている。でも男

も女も一人では家庭がささえられないのを知っているから、今はおくさんも働きに行くようにな

った。

前の世代は結婚したら仕事をやめていたけど…。

旦那さんの許しを得てはじめて働くことができた。いつも、子供に申し訳ないという気持ちを持

って仕事をしていた。自分のためだけに仕事をしているような、自分勝手というか・。0。 今はそ

の概念が弱くなっている。仕事を続けたいという女の人が増えたこともあるけど、女の人も仕事

をしないと生活していけないから、二人で何年か仕事をしてから子供を作るとかいうことも0・・。

こういう共働きでなければやっていけない構造は、女の人が働きにいくことが増える機会になっ

ていいのかもしれない。でも、手をかけて子育てできない分、お金で解決する親がかつていたり

して、そういうことが問題になったりした。でも、今は母親が家にいてもいなくても問題児は生

まれていますよね・¨ (笑 )

聞きたかったのは、日本の男の子は家事とか実際にしますか ?

優 :

力 :

ハ
:

イ

カ

ハ
:



50 馬 居 政 幸・ 夫  伯

優:実際にはあまりしないと思う。

ハ:今の韓国では男の子も家事ができなければ結婚できない。母親がそういう教育をするようになっ

たし、大体の子ができる。

力・ イ : ほんと?そ れはちょっと…。人によつて違うのでは ・̈。

ハ:さ っきの話なんだけど ・̈韓国の男性が腕を組んだり、こまめに電話してきたり、今何している

のか知りたがるのは、女の子にとつて愛を確認する大切なこと。それが無いと私のことが好きじ

ゃないのか心配になる。

力・イ : うんうん。そういうことってある。 (う なずき)

ハ:今何してるの ?ち ゃんとご飯食べた?と か韓国の恋人同士はいつも確認しあってる。

イ:今日一日何があったか最初から最後までその日の夜電話で話すの。、

本 0優 : うわ―。ちょっと、それは…。

力:「NANA」 のなかに出てくる、「やりたいことのために男性と別れる」という考え方は、以前から

あった考え方でしょ。それは別に新しい考えというわけではなくて、韓国の女の人であれ、日本

の女の人であれそういう考えを持って実行してきた人はいたと思う。「NANA」 の世界が描いた

ことは、ようやく漫画が現実に追いついたということ。ただそれだけだと思う。

木:確かに『N劇問制 の世界は、日本の私にとつても、とてもリアルな世界だと思う。そして、あな

たが言っていることは、それはある意味韓国でも『NAN理Iは「 リアル」に感じられるところが

あるってこと?

力: うん

木:「NANA」 の一巻に出てくる台詞が韓国版に訳される際に少し変わっている場面があるんですね。

「 レンに抱かれる」が「 レンと一緒にいる」になっているところです。これを見てみなさんどう思

いますか ?

ハ:本当に正しく訳をしたらR指定になってしまう。

(日 本語の「抱く」に該当する韓国語はない。たとえば「寝る」などを使うとしたら、かなり直接的な

「セックス」を意味するものになる。日本語での「抱く」という広義の単語の意味を、的確に表すとし

たら、「一緒にいる」は最も的確かもしれない。)

力:韓国ではここまでセックスに進歩的ではないから直訳はできない。日本の高校生はみんなセック

スを経験しているの ?

優:東京にいる子とか、地方にいる子とかそういう違いはあるけれど…。クラスで半分くらいの子が

体験しているのかな ?韓国ではそういう子は特異な存在ですか ?

イ:私たちのときは特異な存在だった。でもいないことはない。私たちのときから比べると今は増え

てはいると思う。

木:日本人の女の子には二十歳までに経験を済ませなければ恥ずかしいと考えている子もいる。

ハ:私のお姉さんはフランスに留学していて (経験が遅いのは)体によくないうて言われたりしてい

た。
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力: これまでに韓国では性や恋愛に関することは個人の秘密で友達にも話さなかった。でも最近よう

やく、話すようになって来ている。

ハ:いままで話さなかったのは、あの子は以前誰と付き合っていたのになんて詮索しあうのがいやだ

ったから。純血に対する意識も強くあったし。日本の男の子はそういうことにはどう?

優:めんどくさいと思う子もいる。でも、うれしいと感じる男の子もいることは確かだと思う。
力:韓国の男の子は多くがまだ純潔信仰を持っている。ただ、女の人が社会進出している時代だから

言い出せない。でも本当は純潔でいてほしい。

力:日本人の女の子は性に開放的だと考えている韓国人は多い。「氏ぶ X」 ような漫画をとうしてに
ほんじんのタイプやィメージが決まっているという側面もある。韓国人の男の子たちは、日本人
の女の子はみんな日本の漫画のように、性に開放的だと考えていたりもする。

(ハ ンさんの彼氏が兵役なのをうけて)

木:日本には兵役という制度は存在しませんから、私にはこの制度は未知の世界です。

失礼かもしれませんけど、男性が貴重な青年期を二年間も軍隊で消費してしまう間に女性と男性
で精神的差は生まれないのですか ?

ハ:兵役の影響で、やっばり、精神的差が出る。一般に四歳くらいの年の差で結婚するのがいいとい

われている。

力:女のほうが先に社会に出るから、お金の使い方も友好関係も違いが出てくる。それで付き合えな

くなってしまうケースが多い。
ハ:男の子は学生だからお金も持ってないし。

力:学校の途中で軍隊に行くから、今までの学力がなくなってしまうし、外に出てからも頭が動かな
くなってしまう。同じ学年だった女の子は男より進んでしまうから、男の子にとってそれがスト
レスになってしまうこともあるみたい。でも、軍隊に入るとけじめや規律が身について「人間」と
して一人前になれる。だからどうしようもない男の子に「軍隊に言って来い」っていったりもす
る。

ハ:兵役の彼氏を待っている女の子は30%な んだよ。でも私の彼氏にもし女の子が兵役に行ったと
して、二年待てるかと聞いたら、それは無理だといわれました。

木:そ の場合だと、きっと10パーセントくらいですよね。
ハ:いや、10パーセントもいかないよ。

記録者 :木戸 美矢子

(注)・ カッコ内の個所は、文書化の際に木戸によって加筆されたもの。
。本文中にあるAは木戸美矢子であり,Bは カンキョンヒである。
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付加資料2

2000年度と2001年度に実施した韓国の初等学校5年、中学校2年、高等学校2年生に対する質問紙

による継続調査の結果の紹介。

①2000年度  調査時期 2000年 12月～2001年 2月  ②2000年度  調査時期 2001年 12月 ～2002年 2月

初等学校 中学校 高等学校 計

ソウル 209 180 185 574

大 田 194 197 191 582

光 州 183 200 1ヽ94 577

釜 山 197 203 191 591

論 山 165 206 206 577

計 948 986 967 2901

初等学校 中学校 高等学校 計

ソウル 193 188 183 564

大田 201 186 178 565

光州 200 198 202 600

釜山 205 190 206 601

計 799 762 769 2330

※無回答 81

男 1479 女 1479 無回答 24

※無回答 1

男 H75 女 H53 無回答 3

初等学校 5年生、中学校 2年生、高等学校2年生に対する質問紙調査の内容

(1)韓国大衆文化接触頻度

①漫画 ②映画 ③大衆歌謡 ④ゲーム ⑤雑誌・写真集 ⑥衛星放送 ⑦インターネットを通した韓国大衆文化

(2)日本に関連するものの接触頻度

①日本の翻訳漫画 ②日本の映画 (アニメ)③日本の大衆歌謡 ④日本のゲーム ⑤日本の雑誌・写真集

⑥日本の衛星放送 ⑦インターネットを通した日本の大衆文化

(3)日本に関連するものの購買頻度

①日本の翻訳漫画 ②日本の映画 (アニメ)③日本の大衆歌謡 ④日本のゲーム ⑤日本の雑誌・写真集

(4)日本のものを先輩 0後輩から借りる頻度

(3)と 同様

(5)日本に関するものへの接触状況

①日本の翻訳漫画 ②日本の翻訳映画 (アニメ)③日本の未翻訳映画 (アニメ)④日本の童謡や大衆歌謡の接触頻度

⑤コンピューターやテレビゲームの有無 ⑥テレビゲームの利用頻度

⑦CG(コ ンピューターゲーム)やインターネットの禾1用頻度

(6)日本に関連するものの印象

(2)と 同様

(7)所有数

①韓国漫画の単行本 ②韓国語に翻訳された単行本 ③未翻訳の日本漫画の単行本 ④韓国歌謡テープ ⑤韓国歌謡CD

⑥日本歌謡テープ ⑦日本歌謡CD ③韓国語に翻訳された日本漫画ビデオ ⑨未翻訳の日本漫画ビデオ

⑩日本のビデオドラマテープ ⑪韓国のゲームソフトプログラム ⑫日本のゲームソフトプログラム

⑬日本のファッション雑誌 ⑭日本の女性写真集 ⑮日本の学用品 ⑩日本で作られた服

(8)側 ヨ服  ,
①日本語を使用する ②日本のファッションをまねる ③日本の歌手の歌を歌う ④日本の漫画の主人公をまねる

(9)日本に関連するものへ最初に接触した年齢

(2)と 同様

(10)初めて見たアニメや漫画の年齢

①未来少年コナン ②ガッチヤマン ③鉄人28号 ④銀河鉄道999 ⑤ど根性ガエル ⑥ベルサイユのバラ ⑦千年女王

③ミンキーモモ ⑨マジンガーZ

(11)接触媒体

①テレビ ②絵本 ③ビデオ ④漫画雑誌 ⑤漫画単行本 ⑥映画館 ⑦その他

(12)日本に関連するものへ最初に接触したきつ
|｀け

①友達 ②先輩・後輩 ③兄弟・姉妹 ④両親 ⑤家にあった ⑥漫画・ レコード店の人 ⑦自分で見つけて ③広告

⑨雑誌 ⑩インターネット

(13)日本の漫画についての印象

(14)日本や日本人に対する考え
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2000年、2001年度質問紙調査結果
韓国青少年における日本大衆文化実態調査
Ql接触頻度

①漫画

20004F

2001年

□1.ほぼ毎日接している

国2.―週間に数回

口3.半月に数回

口4.―ヶ月に数回

■5.数ヶ月に数回

口6.接していない

回無回答
80%   100%

20001F

20014F

20004F

2001年

③大衆歌謡

20001再

2001年

⑤雑誌、写真集

20004喜

20014暮

20%    40%    60%    80%    100%

20001「

2001年

⑦インターネットを通した大衆文化接触

$ 2U rtoi €$ Oon to0l
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日本に関連するものの接触頻度

①日本の翻訳漫画

□1.ほぼ毎日接している

国2.―週間に数回

口3.半月に数回

口4.―ヶ月に数回

■5.数ヶ月に数回

回6.接していない

国無回答

②日本の映画

80%    100%

③日本の大衆歌謡

④日本のゲーム

80%    100%

⑤日本の雑誌、写真集

⑥日本の衛星放送 ⑦インターネットを通した日本文化の接触
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03 日本に関連 したものの購買頻度

①日本の翻訳漫画

2000年

2001年

口1.ほぼ毎日買つている

国2.―週間に数回

口3.半月に数回

口4.―ヶ月に数回

■5.数ヶ月に数回

□6.買つたことがない

国無回答

一瞬
＝

②日本の映画 ③日本の大衆歌謡

④日本のゲーム ⑤日本の雑誌、写真集

55
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①日本の翻訳漫画(2000)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

7.商店で自分が見つけて

5.家にあつたので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友 連を通して

0.0    10.0   20.0   30.0

①日本の翻訳漫画(2001)

無回答

11.接触したことがない

0.雑餞を通して

7.商店で自分が見つけて

5.家にあつたので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友達を通して

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

②日本の映画(2000)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

7.商店で自分が見つけて

5.家にあつたので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友 達を通して

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

②日本の映画(2001)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

7.商店で自分が見つけて

5.家にあつたので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友達を通して

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

③日本の大衆歌謡(2000)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

7.商店で自分が見つけて

5.家にあつたので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友達を通して

0.0  10.0 20.0 30.0 40.0

③日本の大衆歌謡(2001)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

フ.商店で自分が見つけて

5.家にあったので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友 達を通して

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

④日本のゲーム(2000)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

7.商店で自分が見つけて

5.家にあつたので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友達を通して

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

④日本のゲーム(2001)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

7.商店で自分が見つけて

5.環にあったので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友 達を通して

0.0  10,0  20.0  30,0 40.0
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⑤日本の雑誌、写真集(2000)

無回答

11.接触したことがない

0.雑誌を通して

7.商店で自分が見つけて

6.家にあったので

3。 兄弟、姉妹を通して

1.友 連を通して

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50,0

⑤日本の雑誌、写真集(2001)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

フ.商店で自分が見つけて

5。 家にあったので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友達を通して

20.0 30.0 40.0 50.0

⑥日本の衛星放送(2000)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

フ.商店で自分が見つけて

5.家にあったので

3。 兄弟.姉妹を通して

1.友達を通して

0.0  10.0 20.0 30,0 40.0 50.0

⑥日本の衛星放送(2001)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

フ.商店で自分が見つけて

5.アにあったので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友達を通して

20.0

⑦インターネットによる日本文化の接触(2001)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

フ.商店で自分が見つけて

51家にあったので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友達を通して

0.0 10.020.0 30.040.0 50.0

⑦インターネッHこよる日本文化の接触(2000)

無回答

11.接触したことがない

9.雑誌を通して

フ.商店で自分が見つけて

5.環にあったので

3.兄弟、姉妹を通して

1.友 連を通して

0.0  10.0 20.0 30.0 40.0 50,0
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日1.ほぼ毎日している

図2.―週間に数回

口3.半月に数回

□4.―ケ月に数回

■5,数ヶ月に数回

日6.したことはない

N無回答

③友達や先輩、後輩に借りた漫回雑誌で読む

①自分で買つた漫画雑誌を読む

②自分で買つた単行本で読む

20001「 1

2001年

60%    80%    100%

④友達や先輩、後輩に借りた単行本で読む

2000年

2001年

80%    100%

⑤漫画雑誌を漫画・貸本屋で読む

20001F

2001年

60% 80%    100%

⑥漫回雑聴を漫回。貸本やで借りて家で読む ⑦単行本を漫画・貸本屋で読む

2000生F

2001年

60% 80%   100%

③単行本を漫画。■本屋で借りて
=で

読む ⑨漫画雑誌や単行本を何人かで議む

⑩日本の翻訳漫画について他の人と話す

20001「

2001年

40% 60% 80%    100%



06②日本の翻訳漫

①自分の家のテレビ放送で見る

口1.ほぼ毎日している

国2.―週間に数回

口3.半月に数回

口4.―ヶ月に数回

■5.数ヶ月に数回

□6.したことはない

田無回答

②有線放送で見る ③友達や先輩、後輩に借りてみる

韓国における日本大衆文化の調査研究 (6)付加資料2

②一人で見る

59

②

⑥ビデオ店で借りて自分や友達の家で見る

2000年 1

2001年 1

③何人かで見る

④友達や先輩、後輩の家で見る



Q6 の 日本 の

①友達や先輩、後輩に借りてみたことがある

②友達や先輩の家で見たことがある

④ビデオ店で借り友達の家や自宅で見たことがあ
る

⑥一人で見たことがある
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③見たことについて他の人と話したことがある

③ビデオ店の中で見たことがある

⑤日本から帰つた人からもらつてみたことがある

20001F

2001年

⑦何人かで見たことがある

20001「

2001年

20%
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Q6 ④日本の童謡や大衆歌謡の接触頻度
①衛星放送を通してみる

④日本の本やCDを売ってくれる店で聞く ⑤友達や先輩、後輩の家で聞く

61

②路上店でテープを買つて聞く

0%     20%    40%    60%    80%    100%

⑥友達や先輩、後輩に借りて聞く
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Q6 ⑤コンピューターやテレビゲームの有無

①韓国製テレビゲーム機を持つている

2000生
「

2001年

②日本製テレビゲーム機を持つている ③韓国製コンピューターを持つている

④日本製コンピユーターを持つている



Q6 ⑥テレビゲームの利用頻度

①韓国製テレビゲーム機を一人でする

20004喜

20011暮

□1.ほぼ毎日している

国2.―週間に数回

□3.半 月に数回

□4.―ヶ月に数回

■5.数ヶ月に数回

□6.したことはない

国無回答

②日本製テレビゲームを一人でする

20004F

2001年

③韓国製テレビゲームを何人かでする

20001再

20014F

④日本製テレビゲームを何人かでする

2000年

2001年

⑤日本製のテレビゲームをゲームセンターでする

20001F

2001年
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⑦日本製テレビゲームについて何人かで話す

2000年

2001年

63

⑥韓国製テレビゲームをゲームセンターでする

20004「

2001年

③韓国製ゲームを友人に借りて使う

20004F

2001lF

⑨日本製ゲームを友人に借りて使う

2000年

2001lF
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に対する読み方日本の写真や雑

②友人から借りて読む

0%     20%    40%    60%    80%    100%

③レンタルで借りて読む

①本人が買つて読む

0%   20%  40%  60%  80%  100%

□1.ほぼ毎日している

国2.―週間に数回

□3.半月に数回

□4.―ヶ月に数回

■5.数ヶ月に数回

回6.したことはない

国無回答

⑤雑誌や写真集に対し何人かで話をする④何人かで一緒に読む
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06 ③CGや インターネットの利用頻度

④日本製CGを何人かでする

65

⑤インターネットを通してCGをする

⑥日本製Gについて何人かで話す

①韓国製CGを一人でする

日1.ほぼ毎日している

N2.―週間に数回

□3.半月に数回

口4.―ヶ月に数回

■5.数ヶ月に数回

□6.したことはない

回無回答

②日本製CGを一人でする ③韓国製CGを何人かでする
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Q7 所有数

①韓国語漫画の単行本(2000)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60.0

①韓国語漫画の単行本(2001)

7.

5.

3.

無回答

31以上

21～ 25

11～ 15

1.1～5

0.0 40.0 60.0

一一“」一‐‐‐‐７”却

②韓国語に翻訳された単行本(2000)

無回答

7.31以上

●.21～ 25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 10.0   20.0   30.0   40.0   50.0   60.0

②韓国語に翻訳された単行本(2001)

無回答

フ.31以 上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～5

0.0 20.0      40.0      60.0      80.0

一】肛ｔ＝」執

=コ
:●:こ I 一５

一一一一一・一・一一一
・
一
一̈
一̈
一一
一

一‐７
●

〓

■

③韓国語に翻訳されていない日本漫回の単行本(2000)

無回答

7.31以上

●.21～ 25

3.11～ 15

1.1～ 6

0.0 20.0    40.0    60.0    80.0   100,0

③韓国語に翻訳されていない日本漫回の単行本(2001)

7.

5.

3.

無回答

31以上

21～ 25

11～ 15

1.1～ 5

0.0 20.0    40.0    60.0    80.0   100.0

コ1513

・帷一帷暉雌輔封

④韓国歌謡テープ(2000)

無回答

フ.31以上

5.21～25

3,11-15

1.1～ 5

0.0 10.0 15.0  20.0  25.0 30.0

④韓国歌謡テープ(2001)

無回答

フ.31以 上

6.21～25

3.11-15

1.1～5 2

0.0 5.0   10.0   15.0   20,0   25.0 30.0

⑤韓国歌謡CD(2000)

無回答

7.31以上

5.21～ 25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 10.0      20.0     30,0     40.0

⑤韓国歌謡D(2001)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 10.0      20.0      30.0      40.0

， 一一一”̈”一一

⑥日本語歌謡テープ(2000)

フ.

5。

3.

無回答

31以上

21～ 25

11～ 15

1.1～ 5

‐ ||● |′

7914

0.0 20.0   40.0   60.0    80.0   100.0

⑥日本語歌謡テープ(2001)

７

　

５
．
　

３
．

無回答

31以上

21～ 25

11～ 15

1.1～ 5

ヨ 1514
811211

＝
節
晰
田
＝
‐‥‐‥‥５― 17‐R

0.0 20,0    40.0    60.0    80.0   100.0
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⑦日本歌謡CD(2000)

無回答

7.31以上

5.21～ 25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 40.0    60.0   80.0   100.0

⑦日本歌謡CD(2001)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 20.0    40.0    60.0    80.0   100.0

79コ|

搬
蜘

③韓国語に翻訳された日本漫画ビデオ(2000)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11-15

1.1～ 5

0:0 80.0

③韓国語に翻訳された日本漫画ビデオ(2001)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 20.0      40.0      60.0      80.0

⑨韓国語に翻訳されていない日本漫画ビデオ
(2000)

無回答

7.31以上

5.21～ 25

3.11～ 15

1.1～ 5

20.0 60.0   80.0   100.0

島
＝
Ｊ

⑨韓国語に翻訳されていない日本の漫画ビデオ
(2001)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11-15

1.1～ 5

0.0 20.0 60.0    80.0   100.0

―

　　　『

⑩日本のビデオドラマテープ(2000)

無回答

31以上

21～25

11～ 15

1.1～ 5

7.

5.

3.

0.0 20.0 60.0    80.0   100.o

⑩日本のビデオドラマテープ(2001)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～ 5

1● :0■ |

0.0 20.0 40.0    60.0    80.0   100.0

①韓国のゲームソフトプログラム(2000)

無回答

7.31以上

5.21～ 25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0

⑫日本のゲームソフトプログラム(2000)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 20.0 40.0 60.0

①韓国のゲームソフトプログラム(2001)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 10.0 40.0

⑫日本のゲームソフトプログラム(2001)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～5

0.0 20.0 60.0
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⑬日本のファッション雑誌(2000) ⑬日本のフアッション雑誌(2001)

無回答

7.31以上

5.21～ 25

3.11-15

1.1～ 5

無回答

7.31以上

5.21～ 25

3.11-15

1.1～ 5

0.0 100.0 0.0 30.0 100.0

コ |ユ :l:

842
■
Ｗ

ｔ

ｇ

⑭日本の女性写真集(2000) ①日本の女性写真集(2001)

無回答

7.31以上

5.21～ 25

3.11～ 15

1.1～ 5

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 40.0 60.0 100.0 0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

=コ
:16.′

ゴ320
|11121
104:1‐

10,'■ :

「1111■
:

1114111

1111■
壼J`ini

=ヨ
:1519

85:0ヨ

‐０。９“
”
湘
却
伽
菫

一̈一一一̈一一一一一

⑮日本の学用品(2000)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 10.0 30.0

⑮日本の学用品(2001)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11-15

1.1～5

1311

蓄1:

0.0 20.0

①日本で作られた服(2000)

無回答

7.31以上

5.21～ 25

3.11-15

1.1～ 5

0.0 40.0 60.0 80.0

=〓
コ:● :υ 7nia

①日本で作られた服(2001)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11-15

1.1～ 5

0.0 20.0 80.0

コ ::

卜

∵
ト

ー‥‐‥
・ト

コ

①日本のキヤラクター商品(2000)

7.

5.

3.

無回答

31以上

21～25

11～ 15

1.1～ 5

0,0 10.0      20.0      30.0      40.0

①日本のキヤラクター商品(2001)

無回答

7.31以上

5.21～25

3.11～ 15

1.1～ 5

0.0 10.0      20.0      30.0      40.0

1■111::11■ ll 11:111::::|■ ■■11:|111111:1111111,1

|       ■::|::|::|||:

||:||::11■ |:|::|■卜|:::II■ 111

|||:|111■ |11111111111111■ 111:卜 1111:I11111

■■■||::||■ ■:||||■ |1111:1111:::||||:

I II● :III:||lil● 111:||||■ ■■■l:||■ 111■■|111
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たアニメや漫画の

⑭ポケモン

⑬スラムダンク

⑫セーラームーン

①エバンゲリオン

⑩アタッアタッ

⑨マジンガーZ

③ミンキーモモ

②千年女王

⑥ベルサイユのパラ

⑤ど根性ガエル

④銀河鉄道999

③鉄人28号

②ガッチャマン

①未来少年コナン

①初めて見たアニメや漫画の年齢(2000)

10.00   12.00

①初めて見たアニメや漫画の年齢(2001)

⑩スラムダンク

Cセーラームーン

⑪エバンゲリオン

⑩アタッアタッ

③マジンガーZ

③ミンキーモモ

⑦千年女王

⑥ベルサイユのパラ

⑤ど根性ガエル

④銀河鉄道999

③鉄人28号

Cガッチヤマン

①未来少年ヨナン
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０
０

Ａ
ｕ

①未来少年コナン(2000)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫回単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0      20.0     40.0     60.0     80.0

①未来少年ヨナン(2001)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

②ガッチャマン(2000)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0    20.0    40.0   60.0   80.0   100.0

②ガッチャマン(2001)

無回答

フ.その他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

20.0 40.0

=・
‐111

101311

ｍ
一輔
一輌
一1117

「03

1

フ9:|:

③鉄人28号 (2000)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

③鉄人28号 (2001)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0   10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60.0

④銀河鉄道999(2000)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫回単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0    20.0   40.0   60.0   80.0   100.0

④銀河鉄道999(2001)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0    20.0   40.0   60.0   80.0   100.0
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⑤ど根性ガエル(2000)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫回単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

20.0 80.0   100.0

⑤ど根性ガエル(2001)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫回雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

40.0 60.0 80.0

|‐‐1111

:1181

0131:

:0:1111

1014111

1■4111:

1018111

0

ゴ131":

⑥ベルサイユのパラ(2000)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫回単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

⑥ベルサイユのパラ(2001)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

20.0     40.0     60.0     80.0

ハ■

`
中 19:|:

選:::
「●5‐ 1■::

「111011:|:

1131=:| 111:■|||

|==コ |12618

⑦千年女王(2000)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

20.0 40.0 60.0 80.0

⑦千年女王(2001)

無回答

7.その他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビ7~t

2.絵本

1.テレビ

③ミンキーモモ(2000)

無回答

7.そ の他

6.映回館

5.漫回単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0    10.0   20.0   30.0   40.0   50.0

③ミンキーモモ(2001)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0    10.o   20.0   _30.0   40.0   50.0
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無回答

フ。その他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫回雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0   10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60.0

⑨マジンガーZ(2001)

無回答

7.そ の他

6.映回館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60,0

⑩アタッアタッ(2000)

無回答

7.その他

6.映回館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0   10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60.0

⑩アタッアタツ(2001)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0     20.0     40.0     60.0     80.0

@-rt77t)t>Q000)

無回答

7.そ の他

6.映回館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビ7~t

2.絵本

1.テレビ

0.0    10.0    20.0    30.0    40.0    50.0

①エバンゲリオン(2001)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫回雑鮭

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0    10.0   20.0   30.0   40.0   50.0

⑫セーラームーン(2000)

無回答

7.その他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫回雑誌

3.ビ 7~t

2.絵本

1.テレビ

20.0    40.0    60.0    80.0   100.0

⑫セーラームーン(2001)

無回答

7.そ の他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫画雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

0.0    20.0   40.0   60.0   80.0   100.0
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⑬スラムダンク(2000)

無回答

7.そ の他

6.映日館

5.漫回単行本

4.漫回雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

⑬スラムダンク(2001)

無回答

フ.その他

6.映画館

5.漫画単行本

4.漫回雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ

⑬ポケモン(2000)

無回答

7.その他

6.映回館

5.漫画単行本

4.漫固雑誌

3.ビデオ

2.絵本

1.テレビ



７４

　

　

０９

馬 居 政 幸・ 夫

使用頻度

②日本のファッションを真似る

④日本の漫画の主人公を真似る

①日本語を使用する 口1.非常によく使用してい
る

国2.よくしている

口3.少ししている

口4.あまりしていない

■5。 していない

口無回答

③日本の歌手の歌を歌う
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Q10 日本の漫画についての印象

①絵がリアルである

20004「

2001年

□1.そう思う

図2.少しそう思う

口3.分からない

口4.あまりそう思わない

■5.思わない

□無回答

②ストーリーがおもしろい

2000年

2001年

③どんどん次を読みたくなる

20001平

2001年

④読んでいるとわくわくする

2000年

2001年

⑤出てくる男性や女性がかわいい

2000年

2001年

⑥出てくる男性や女性がかわいい ⑦出てくる男性や女性がやさしい

20001F

20014F

1'9 25.5   112.9

|||||:||

100%

③出てくる男性や女性が優雅である

20004F

2001年

⑨読んでいると勇気が出てくる

2000年

20014F

⑩読んでいると友達と話ができる

20004F

2001年

①読むといろいろな知識を得ることができる

0%           50%          loo%
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01l ①おもしろい

馬 居 政 幸 0夫

①日本の翻訳漫画

2000年

2001年

□1.そう思う

国2.少しそう思う

口3.分からない

口4.あまりそう思わない

■5.思わない

□無回答

20% 100%

②日本の映画

④日本のゲーム

20001F

2001年

125お

③日本の大衆歌謡

⑤日本の雑誌の写真集

20001F

2001年

20%

⑥日本の衛星放送

2000年

2001年

100%

⑦インターネット上の日本文化

20001F

2001年
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011 2)か っこいい

①日本の翻訳漫画

□1.そう思う

N2.少しそう思う

口3.分からない

口4.あまりそう思わない

■5.思わない

口無回答

②日本の映画

20001F

20014F

1驀|||1餞 24.7 19.8

③日本の大衆歌謡

④日本のゲーム

2000年

2001年

0%     20%    40%    60%    80%    100%

⑤日本の雑誌の写真集

⑥日本の衛星放送 ⑦インターネット上の日本文化

20004暮

2001年



馬 居 政 幸・ 夫  伯

Qll ③役に立つ

⑥日本の衛星放送

①日本の翻訳漫画

口1。 そう思う

国2.少しそう思う

口3.分からない

口4.あまりそう思わない

■5.思わない

日無回答

②日本の映画

2000年

2001年

財
“
£ 口

20% 80%    100%

③日本の大衆歌謡

④日本のゲーム ⑤日本の雑誌の写真集

⑦インターネット上の日本文化
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②日本の映画

79

③日本の大衆文化

①日本の翻訳漫画

□1.そう思う

国2.少しそう思う

□3.分からない

□4.あまりそう思わない

■5.思わない

口無回答

⑤日本の雑誌の写真集



Qll ⑤暴力的

①日本の翻訳漫画

口1.そう思う

国2.少しそう思う

口3.分からない

口4.あまりそう思わない

■5,思わない

口無回答

80 馬 居 政 幸・ 夫  伯

③日本の大衆歌謡

80%    100%

②日本の映画

2000年

20011喜

:攀韓趙鱚靱M23.2 ,。 9

20%    40%    60%

④日本のゲーム

2000年

2001年

⑥日本の衛星放送

20001F

2001年

饉涸  3a6

一薦 33.2

⑤日本の雑誌の写真集

⑦インターネット上の日本文化

20004「

2001年

100%
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Qll

①日本の翻訳漫画

□1。 そう思う

圏2.少しそう思う

□3.分からない

口4.あまりそう思わない

■5.思わない

口無回答

②日本の映画 ③日本の大衆歌謡

④日本のゲーム ⑤日本の雑誌の写真集

⑥日本の衛星放送 ⑦インターネット上の日本文化

20004F

2001年

100%
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012日 本や 日本人に対す る考 え

1)国民にバイタリティがあり将来性のある国

・2)経 済が衰退し国力が弱くなる 3)将来、韓国の存在を脅かす国

2000年

2001年 |"12

4)韓 国の発展のために協力が必要な国

2000年

2001年

1:231

1111111

5)一 般的に国民の考え方が韓国人と同じ

6)理解できない不可解な国

8)日 本国民の才能が韓国国民より優れている

2000年

2001年

:眺  2“  3“  4眺  5" 6鵬  7麟  801 9鴎  100%

10)日 本人に対して親密感を感じる

2000年

2001lF

11)日 本人に対して敵対感を感じる

2000年

2001年

一柏
一

濤 護

12)日 本や日本人に強い関心を持っている 13)西 欧人より日本人が好き

7)勤 勉で優れた資質を持つた国

2000年

2001年

9)韓国は将来日本と対等になる

2000年

2001年

"■
zs.4 | n.7 I,

2“ 233    1 12.6 日■■■■■■■」

111ヨ椰0
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14)中 国人より日本人が好き

16)日 本の大学や大学院に行きたい

26)日 本文化や漫画や歌謡等自由に接したい

20004F

2001年

80%

17)日 本企業に就職して●bきたぃ

19)日 本人と友連になりたい

2000年

2001年

21)日 本人と一緒に仕事をしたい

20004F

20014F

200/0 80%    100%

22)日 本語を勉強したい

:|||[

0%     20%    40%    60%    80%    100%

23)両国の関係をよくするために努力したい

2000年

20011平

40% 80%    100%

24)日 本の文化を学びたい

:|||::

0%     20%    40%    60%    80%    100%

25)日 本の技術を学びたい

20001暮

2001年

80%    100%


	韓国における日本大衆文化の調査研究(6)
	081224010.pdf




